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ま えが き

段近κ訟ける科学技術の飛蝉的発展は p人類の歴史Vζ大き念進歩をもえらしつつある。 ζむ新しい

時代K向かつて，教育のあb方も，大きな発展を遂げなければならない時期にあたっていると思わ

れる。とうした時にがいて，世界各国が ，次代をVCi.kう青少年の育成K民族の興隆を矯け ，その能力

の開発に全幅の努力を競っていることは，今日の著しい世界民!動向の一つであるといってよいであろ

う。

わが固に会いても，たびかさなる教省課程・学習指導要領の改訂，全匡酌没学力調査の施行念ど，

学力向上への努力は ，行政商でも"実践荷でも，たゆみ念〈真実I]VC行なわれている。本燥に》いても

との学力向上の問題は ，青少年の健全育成とともVC，一大県民運動ともすべき緊急な問題であ!?，諸

穫の有効適切1L施策が要請されるのであって，今回発表された本県長其聡合教育計画Kないても， ζ

のととがうたわれているのでーある。

とうした動向の中で，われわれは満 5年前VC，学力と学習旨導の問題を当研鰐庁の中心的左研究課

題としてとりあげた。いうまでも念<，ζの学力と学習指導の問題は ，学校教育の中心的課題である。

われわれはとの学力の問題念王寺える時 ，児童生徒各自の人間形成という教育の本質的左問題の中κこ

れ在位置づけ，との学力と学習指導の問題を根本的κ検討してみるととが，きわめでたいぜつ念 ζと

であると考えた。教育的tてみて，本質的な学力向上対策がとられるので勺なければ ，それは一時的な効

果に終わった!J，かたよった学力の形成に陥る会それ念しとし念いからでるる。今日の歴史的時点κ
.i>'いて ，どのような学力を ，どのようκ育ててゆ くととが望ましいのであるか ，ζ うじた困難7I:問題

全研究課題としながら，望ましい学習指導法の樹立念日ざし，全所員の共同研究体制のもとVC，小-

中学校の全教科 Vてわたづて，実副~i.k研究を行左ってきた。 3 6年度からは，全国教育研究所連盟で

も，国語，社会，算数数学 ，理科の4教科Vてついて， 3か年計画の全国句な共同蹄究を行なうようK

合ったので，当研究所も積極的にとの企画遂行K参加し ，主要念幹事県としてその推進κ寄与してき

たのである。

学力と学習指導の問題は永遠の研究問題であ!?，われわれの研究も ，その探究の進むにつれて ，日

暮れて道ïI.i>~遠き感をしみじみ味わうのであるが ， 今年度合もって ζの 5 か年闘の共同研究に一応の

終止符を打っとと Kした。分後、との学力と学習指導の問題は，さらに視点を新たKして引き続き研究

者T深めてゆとうと計画している。ー

との紀要は，研究紀要「児童生徒の歴史E凱平とその指導J[ 1 J合よび(2 J VCヲlき続き ，小 ・中

・高校にかける児童生徒の歴史認識を深める学習指導Kついての研究をまとめたものである。 ζれま

での研究成果を利用し ，r封建制度の動揺JVC関する指導内容について ，歴史筆突の一 次認識から

その意味合は援させる過程について意図的な指導をなし，その過程会よぴ結果を分析考察 し，効果的

色指導の方途脅さ明'らかKしようとしたものである。!主?なかたのど批判宏待れば幸いである。

J なな ，ζの研究ば ，それぞれ研究協力校の絶大な協力のもとに行なったもので ，学校長はじめ，直

‘接倒援に協力していただいた職員各位，念らびK児童生徒諸子に対し7て，心から深〈感謝の意を表す

るしだいである。

昭和 39年 3月23日

新潟県立教育研究所長 小林正直
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第 l章 研究 経過 の概要と 研究課題

との研究は，当研究所κ砕ける 「学力の形成過程 J('(関ナる継続研究の最終年度のものであ.!?，支え

全国教育研究所連関の 「学力と学習指導JK関する共同研究の一環として行左われたものである。した

がって，との研究の位置b よび研究課題を明らかにする目的で，今までの研究経退の概要を述べる。

I 研究問題

との研究は，分野を歴史的分野にと.!?， i現実の客観的条件のょに立ち1.1:がら ，しかも効率の高い学

習指導とは，いかなるものであるか」という学習指誕の理論を実証的に追求しようとするものである。

そとで，さらにとの研究問題を ，学習指導過程を成立させる要因とその関係という面ーから検討を加え

た。す念わち学習とは ，児童生徒が客体としての教育的内容を内在化しようとする働らきで ，それを心

理的側面からみるなら，客体としての教育内容に直面して形成される緊張場面を解消しようとする心理

的念進勤であるという ととができょう。との遂動が ， 望ましい方向に向って能率的に行なわれるには ，

それを援助する働らきとしての教師の持議が必要である。それ故 ，学習指導過程は ，学習者である児

童生徒と学習対象としての教育内容 ，及び指導者としての教師の三つが ，もっとも本質的左要素である

と考えるととができる。(その他の要因として，その場のもつ条件・…・・人間関係、，環境など…… … も

あるが，それはとの研究では，とりあげなかった。 )

そして学習がもっとも効果的K進められる陀は ・以上三つの要因が，それぞれのもつ本質的な機能κ

したがって効率の高い条件に転化すると とが必要である。

らし上のような考えから次の二つが研究課題として設定された。

(1) 学習指導というi運動が主要素のいかなる関係陀沿いて成立するか追求するとと

(2) 三要素の必のがのについ。て ，その内部偽造とはたらきを(1)の限界t'C;j;~いて追求するとと

E 研究経過の概要

L 学習指導過程を成立させる三要素の関係とその分析

学習指導の三委素は，それぞれ孤立

したものでな〈相互の闘係のもとUてと

らえなければその械能を明らかにする

ととはできない。

そζで学習指尋過程K;jo>ける三要素

の関係、を凶式化するならば ，右図¢よ

うに考えるととができる。

教育内容

選択縫造化

- 1ー

学 習

提示

教師



との関係構造から，三要素を分析した結果が次の表である。

「論理的健造I ...，.-.."...._ ，表示形式

教育内容一I I 
| ト提示の単位
」提示のための憐造叶

ト提示の順序性

」提示者

認識刀一一一 感覚 I憐文論

児童生徒 迫動能力 知覚 既有経験 判断 藷伺論

学習指導 。 思考力ー と既有知 推理 意味論 概念

蝉 )J-J感情 記憶力一←刊しJ論理I心像

力 意志 怨 像力ー 量

言語力一

戸学習を進展させるための案内 ・進行「直観手段とコトパの結合1

教 師ト教育内容の選択と提示 |による方式 |認識論

い教育内容を理解させるための指導一寸ー 言語的文脈による方式寸論理学

」視覚象徴Uてよる方式 」

さらに上の表の言語的文脈による指導の方式は次C 七つの形式に分類される。

A.既有知識の再生。

B .新らしい意味を付け加える。

c .，意味の選択

D.いいかえ

El.類推

F.上位概念を与える。

G.下位概念を与える。

左記の分析項 目Uても とづき，歴史K関

する教育内容の環議機成を分析し ，さら

K歴史学習の観察にもとづ <，児童生徒

の認識力及び ，教師の指導機能陀:ついて

の理論が展開された。

その詳細は ，紀要第 3 0集(以下帯諜

3 0集と書<)を参照されたい。

ととで注意しなければならなhのは ，とれらの三要素は ，学習指導の研究である限りにあ、いては， ど

れーっと bあげても他の要素が，当然その考祭の対象として入って〈る関係κあるととである。 したが

って本研究κ恥いては ，教師の指導機能を中心に考妻美するわけであるが ，それとの関係にないて ，他の

要素も当然戸考察される。をた言語的文脈κよる指導形式は ，必ずしも，との七つの形式K分類して考察

ナるわけで念いが ，それぞれの項目のもつ怠味を考慮して指導Kるた t，児童生徒の歴史誌(識を深める

うえK効果的でるったか どうかが検討される。

念公との研究にお.¥rlて追求し左ければ念らii¥rl問題として浅された点は次のようなととであった。

0児童生徒の俊史像を再構成する憐怨力

0児童生徒の論理的思考力一ーとぐに因果潟係陀つhて

o望ましい学習指導過程の展開とその儲造

2 授業分析の理論と方法に関する仮説

紀要 40:築(そ発表 した研究は ，上記の銭された謀題を直接κ考察するよt，それを解明する方法論に

-2 -



検討が加えられ ，その方法論の中K効知句な学習指導に関する提案も含まれていた。

すなわち，学習指導過程を儲灰ナる三→要素のうち ，児童生徒が ，歴史を理解するとは ，描かれた歴史

像(叙述された歴史 )を理解するととを過して児童生徒が白らの歴史像を再構成するととであり ，との

持結成が ，効寿司的κ行なわれるv(は，他の要素である教育内容及び教師の指導機能が，どのような条件

をもったらよいかが実証的K明らかκされなければならない。それには，どのような観点で ，ど ういう

方法で学留指導過程を介析し考察してゆ〈か.というととが重要望な問題と在ってぐる。その場合，前記の

分析された項目全般Uてついて実証的K考察しようとするのは研究方法として必ずしも効果的であるとは

いわれ左い。むしろ，それらをある観点のもとκ統一 し，秩序づけるととが必要となって 〈る。

そとで ，学習指導の効E容を高めるもっとも重要念要因として .教師の指導機能をとりあげ ，と〈にそ

の中の教材提示及びコミニュクージョン陀問題をしぼった。

との問題は後述する全国教育研究所連盟に よる共同研究陀沿いて設定した問題でもあったわけである。

そして，との問題を研究する方法論として導入したのが記事号論理学的方法と意味論であ.t，それによる

分析の観点と方法陀ついて考察を在した。とれに:ついては紀要 4口集を参照していただきたい。

ζ とで .とuて注意してなきたいととは ，児童生徒の歴史理解を妨げている困難点は ，コトパの意味

がよ〈わからないために思考を進めるととができず，理解がふじゅうぶん陀左るととと ，論理的思考が

よぐでき念いために ，断片的な知間てなりやすい ，というこつの点が持摘されたととである。

そして，それらを効果的に解消してゆ〈学習指導理論を形成するためκ意味論(ととでは一般意味論

をさしている〉及び記号論理学的念方法で学習指導過程を分析し ，考察を進肘ょうという句t意図であっ九

しかし，との研究は ，研究員が病K伏したため仮説。てとどま IJ，実証するととはできなかった。本研

究は ，との意図を引き継ぎ ，児童生徒の歴史認識を深め ，歴史像を再偶成させるための効果的乏教材提

示及び指導機能としてのコミニュクーションの方途を実証的K追求しようとするものである。しかし方

法論としての芯A味論点び，記号論理，学的方法のうち ，後者II(ついては研究員の交代もあ D全面的K受け

つがれたわけでな¥no との点については，第二重量の研究方法にかいて述べるととにする。

E 研究課題

与は ，研究経過の概要を記述する ととをとbして本研究の意図を明らかKしてきたのであるが ，との

研究は ，全国教育研究所連盟[ζ よる共同研究の一環として行をわれてhるので ，そとκぉ、ける研究問題

との関係を考察し ，本研究のもつ研究謀j習を明らかに したい。全自共同研究にかける研究明題は，次の

阻lつであゐ。

1. 子どもの思考活動と教材の提示

2 教材K対ナる子どものとタ〈み万一一 ・謀題意識

5 子どもの思考活動とコミニュクーション

4. 社会認識の深ま bの迫求

とのうち ，4の問題は ，1 ， 2 ， 3の¥nずれの問題に もかかわる問題であり ，またそれらの問題との

関係κ辛子hて考察される間魁である。当研究所が昨年度，意図レえのは 1， 3陀焦点をすえた研究であ

った。しかし大部分の研究所では， 1もしくはー2のうち，いずれか一つを選んで実証的K研究を進め ，

本年度は，最終年}j[Vてあたるので ，今までの研究成果に基づき，上述の凶つの問題を総合的K考察する

ととに念ったわけである。したがって， ζの研究も ，他の研究所の第二次研究κbける実証的な研究成
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来をふまえて研究を進めなければならなレ、

とれらの研究成果については ，r社会科と社会認識の形成 ・その指導宜」 を参附、していただきたいが

ととで注目されるととは，次の点である。

ナ念わち， 2の教材K対する子どものとりくみ方(課題怠識)を研究開姐としてと bあげた，千葉県

立教合研究所の研究成果では，四時閣の全学習過程を通じて，時代謀題を:意識し続けさせるためには ，

その時代の全学習過程が基本的Vては時代読題の構造と一致したもので乏ければならない(l)，という結論

K到達している ζ とである。つ言 bとζでは教育内容のもつ論浬総i置を十分ふまえた教材提示が必要で

あるととが強調されている。

次に，研究問題Iの教材提示を研究問題として研究した東京都立教育研究所の研究成果では，授業単

元Vて対する生徒の認識のすじ道をみきわめた上で中心的な学習課題を設定し，精進化をはかる必要性が

結論と して強調されている(功。つま.b，ととでは生徒の謀題意識をどのようκ発展させてい〈か ，十分

みきわめた教材提示が必要であるととが強調されているわけである。

以上C研究成果は， ζの研究問題陀対する考察陀対し ，重要な示さを与えていると思われる。第三次

研究陀会いては四つの研究問題が並列するもので:1:.<，念んらかの観点のもとκ相互関連的にとらえら

れ~ければならない。そとで ，とれらの研究問題を学習する児童生徒の側面と，指導する教師の機能の

材
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上記の図で，計画 .1 VL ;j;~lnて . A ( 教材提示;j;~よび指導機能としての コ ミュニクーショジ)は，内

容のもつ論理鰐造会よび 8の7・ロセス (社会認識の深"t!?;j;~よび課題志ー識)を;t1'!定して計画される。そ

して， 実践されたAは ，8の過程及び結果をと恥して適否が反省される。計f商 2では，笑践をと治して

児童教師児童

B !I[対する認識が深められ，よ b効果的な計画がつくられる。

学習指導 という教育実践の研究は ，以上のよう念展開的条件発生時3)をとるものと町。もちろんと

の場合 ，教材提示は児童生徒Vてよってなされるとともあるが ，それも教師の意図的な計画のもとで左さ

れるわけであるから ，提示者のいかんに沙φミわらず教師の指導機能に含められる性格のものである。

またコミュニケーションにしても分析されるものは ，学習指耳鼻過程に沿ける現象的なものであるが，

主として問題とされるのは，教師の指導機能としてのた しかめとか，思考をうながす手だてなどの適否
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さらtて』課題意鍛の問題は，単に表面的にあらわれる学習態度だけで左<，児童生徒が，どのよう念

意識をもって，教材K取 b組んでいったか内面的なものを重視している(51 0 そのような惹床VCj;'~ては

認識の深まる過程κ却して発展してい〈ものと考える。

以上のようなととコから，との共同研究の研究同組は， B (社会総殻C深i!J j;~よび ， 課題意識 )κ闘

する考察をもとKした A(教材提示辛子よび指導機能と してのコミュニクーション)を計i商し .笑施し，

その過程》よび結集の考察から ，AとBの関係、を笑証的K追求するととにある。

それ故，当研究所で意歯した研究開思を受け継ぐ本研究の研究課題を記述すれば次のようになる。

「児童生徒の歴史認識を深めるために ，教材提示bよびコミュニケーションに辛子ける指導Kついて ，意

図的な指導をなし ，学習の過程bよび結果の分析をと会 して ，教師の指導機能としての教材提示ゐよび

コミュニケーションUてついてド効果的左方途を明らかにする。」

参考文献

註 (1) 社会科学習における生徒の線凶:怠織と 歴史認舗の深まり 昭和37年度 干葉県

立教育研究所

(2) 社会主宰織の形皮過程に関する研究 昭和37年度 東京都立教育研究所

(3) 黒田正典縞 教育心理学 朝怠嘗 底 P.299  

(4) (5) 全国教育研究所連盟 社会錦織の形 成 と そ の 指導 II J貿信事館出綬社

P.20 

P.28 

-5-



章一一第 掛 究の目的 と 構想

との章では ，前述の研究課題κ基づき，との研究の目的を述べ ，ついで研究の理論的背景として，児

童生徒の歴史認識κ関する考察をなし .それvc基づ〈教材提示会よびコ主ュニケーションについての仮

説をとれまでの研究成果を利用して述べ ，その研究の手j僚会よび方法を説明ナる。

I 研究の目的

児童生徒の歴史認識を深めようとする意図的な学習指導を乏し ，その過程沿よび結果の考察をとかし

て教材提示b よび指導機能と してのコミュ=ケーション陀ついて効果的な方途を明らかlどする。

o.!A童生徒の歴史認識に関する理論的企考察をする。

o上記の考察K基づ 〈教材提示bよびコ芝ュ=ケーション (!(ii、ける指導についての理論的な仮

説をもっ。

0学習指導計画を作h実施する

0学習指導過程会よび結果を分、析し解釈する

o指議機能としての教材提示b よびコミュニケーションにつI.nての効果的方途を明らかにする。

E 歴史認識 一一一一一 意味は短と恩考

L 歴史事実とその意味は握

ととでは，児童生徒の歴史学習をとなしての歴史認識の深~ !?を問題と しているので，その点につh

て考察をする。 とれまでの研究で ，とのととKついては， i歴史とは原因結果の整然たる連鎖として叙

述されたものであ!?歴史学習は描かれた歴史像を理解す・るとしq う過程をと診して ，自らの歴史像を再

惜成ナるととで~]?Jその「歴史像とは単に心像だけでな〈統ーされた論理構造をもっ言語場が成立 J(l l

するととであると明確にしている。

とζで注意したhのは ，どのような操作をと蔚・して ，因果の整然たる連鎖として叙述されるのかとい

うととであ t .との問題は虚史を認識するというととを考祭する上に重要な手がかりを与えるものと考

える。 ζ の点については ，下記のような学者の考えを引用してなきたい。

。 歴史的真理に近づくためには，同時に二つの途をとって進まねば信らぬo その一つは正磁

公平 ，かつ批判的に思実そ究明するととでめり ，他は研究されためのを結合し .前者の方法

6ニよ っては獲得されない恥のを予知する乙とであるo (2) 

。 歴史は，歴史的主主味から見た巡沢の過程です0 ・・・・・・陸軍史的意味の基準は ，彼の考えている

合理的伝説明および解釈の型の中へ事実をはめζ む彼の飽刀というととなのですの (3)

o 歴史的事実の地位は.......・・磁証しようとした主援なり解釈なりぞ他の歴史家たちが正当

かつ脊;窓華麗公恥のと認めるか否か ，てれによって決定るでしょうo(4 ¥ 

以上をとむしても ，歴史は，史実の究明と，史実と史笑の関係の解釈をとなして叙述されたもので ，

(その二者を媒介ナるものが史観である。 ) とりるげられた史笑とは単なる事笑でな<.遅択された

歴史的意味を陀念ったものであ b・そしてその歴史的意味とは，その史笑と他の史実との関係を意床づ

け‘歴史のditれvc位置づけたj倒てであ!?その解釈が広〈他の歴史妻女Vてよって認められているもの ，と

-6-



いう ととができる。

とのようK考えると ，児童 ，生徒が ，歴史を理解するというと とは ，そのよう左歴史的意味をになっ

た歴史事実を知るという ζとであ !J，それをさらκ分けて考える念ら

。ある歴史事笑があったというととを知る一次的左認識

o その歴史事実のU亡なってhる嵯史的意味をは握するよb高次左認識

この二つK分けて考えるととができる。とれは ，結局 ，歴史事実(IL対する認識を深めてい〈ととである

とhってよい。そとで，との歴史事実の意味をは握するとはどういう ととか ，為一察してみた¥no

意味と い う慨念の意味は ，きわめて多義的であり，思考心理学の領域vci.~ ¥nても ，そのうちの限られ

た領竣のみしかイ問題とされて》らず (5)，jた学留指道上の問題としても米解決の問題であるが(6¥との研

究では ，今までの研究成果κ基づき ，次のように考えて研究を進めていぐととにナる。

.歴史事実を示すコトパや ，解釈された命題を示すコトパの意味する具体的内容を理解し，その閣に正

しい意味作用が成立すること。

意味は握の問題の一つは ，コトパの意味をは短ナるというととである。コト パによる刺戟K対してj想

起される表象の摂底Uては ，イメージの・内面化された心像(祝覚的在ものだけでな〈言語的なものも含め

七)があろうが ，具体的な内容の理解をとなして ，コトパと正しい表象とが内面的に結びつけられるよ

うになるととが必要である。意味論では.コ卜パによる刺戟と ，それによって怨起される表象との連合

づけられる 心 浬的過程を意味作用というが ，意味は援とは ，とのような意味作用が以下に述べるよう

陀よ b正確κ，より精般に ，ょD構造的陀フまるというととであろう。ナをわち ，封建制度の動俸とh う

よう左抽象度の高い解釈された命題を示ナコ トパの意味は握は ，時代総造のは援が必要である し， 百姓

一授とい 5コトパの意味は握は，その意味する具体的内容を理解するととをと会して ，その史実に合ぎ

れる時代の性格を示す意味をは題するととが必要である。とのととは次のようPていう ζ とができょう0

・歴史事実を多角的に考察 し，その史実を歴史の流れに位置づけて意味をは握すること。

歴史事実を具体的に濯解し .そζK含まれている時代の性格を示す意味 (ζれが歴史的意味である〉

を正しくは握するためには，その史実を具体的に分析した!J，他の史実と比較したり因果関係を考察し

たり，以前と比べての変化など多角的K考察する歴史的思考が必要である。例えば百姓一授というとと

を具体的κ理解し ，その歴史的意味をは握する格造は ，次のよう K示すととができょう。

〔時代の性格を示す概念との関係 J (史笑を示すコト パと具体的内容〕

「逃散1 ノききん 、
「一 一一寸 I ._ _. I J/ -- - ¥ 因果関係と

封建制度←てー ド!百姓一倹 ト 一反抗の姿ト越制←一苦しい :←多数の貧 (t I三二二二司 I ._-. I . -_ 1(' _ -， ~'\←いう観点で

の動揺 I I . 1-強訴J 生活 ¥農層 1 考袋

I i 武土の窮乏 『一一 一→重い年貢/

1 白 (どう h うととか分析した!J，土ー授と比較したhする考察〉

〔多くの角度からの考察に基づき ，封建制度の基盤はる武士と農民C関係が ，経済 ，社会的念変化1
Kよって，動揺してきた・という史実IZ含まれる歴史的意味をは復する。

以上は ，中学校の場合を例にとった単純な図式化であるが ，百姓一銭という史笑Vてついて，その意味
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をは慢するととは，上記のよう左関係、構造が理解される ζと陀よって正しい意味づけがなされるもの

と考える。したがって史実の歴史的意味をは握ずるという ζとは ，次のようにもいうととができょう。

その置史平実を縞造的には援すること

歴史事実は ，他の歴史事実との関係，それを含むよ b上位の概念，含まれる よb下位の統念など

との関係構造のは慢にないて正しh解釈に基づ(;意味は想が成立するととになろう。 ピアジュのいう

可逆的思考の成立が学習の構造化と友る(Slという考えつ守もi'l.史学習にあてはめる f.cらとういうととを

指すものと考える。しかし，今まで述べたととは未だ概格的であるので，さらに歴史的意床をは慢す

る過程として，次に考察し，さらK概念形成の問題とも関係するので，思考という簡からも考祭する

ととにナる。

2 歴史的意味をは鐸する過程-. 
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点のと
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と解釈できる。それをさらに

変化という面から考察する左

ら

c .士農工簡の中で一番地位の高い武士が，問屋(町人〉から安〈買ってもらって凶るのだから ，武

土は公ちぶれた。~るいは武士の権威がすたれた。

と解釈できる。また，とれを困呆の関係というwから考喜美する念ら，他の歴史事笑を怨起するか，もし

〈は新らし〈他の史実を知るととをと会 して ，

d.商品経済が発達して支出が多〈なる反面，俸緑制による収入は固定していたし ，俸様の借上念ど

によって会金K困って内職をした。

と解釈できる。そして，さらに， ζれを歴史の流れに位置づけて考祭する左ら ，

。.武士の窮乏は ，商品経済の発達によって，封建制度の中の身分制度が変質してきたととを意味ナ

る。と解釈できる。

以上のどとく， 具象的な歴史事実を解釈して，その歴史的意味をは握していくには ，aという感覚を

とb して認知する段階から，日という感覚では得られない高次な部議段階にいたるまで ，I/) <つかの次

元を呉にナる段階が考えられるととと，いくつかの他の歴史事実と比較した t，関係づけるために多角
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的K考察する観点が必要となる。その考察のし方としては，紀要 30集 P5 4・55 VCj;，~V>て ， 歴史を

理解する能力として ，児童生徒がいかなるととを自問自答できればよいか詳細に分析されているので ，

それらを参考Kして，との研究では ，，意味をは握する過程を次のよう陀考えた。

1.涯史事実κ対する第一次の認知

ア ・事物，人物 ，行為，場所などの認知 ，( どとで ・ なKか ・ 誰が・ ~VC を ， というような夜、姉

イ・ 存在の認知(念陀があったのか ・いつあったか)

ク ・時間的連続 ，長さの腿知 (それは ，1/>つまで続いたか〕

n.認知されたとと を多角的に考察 し意味づける。

ア ・王子析 ，比較による相違点の認知
}による特色のは擾

イ・ 機構 ，機能 ，活動などの諸側面の分析

ワ ・因果関係、辛子よび関連のは短(行動の客観的原因や動機左ども含める〉

エ ー時間的前後による異同の認知 ，会よび時間的飾品κよる変化のは握

JIT.工会よびlH亡基づき ，よb高次7I:次元VCJ;'V>て考祭し意味づける。

ア ・歴史的意義・(歴史の流れに位置づけた怠味のは揚)

イ ・概念のは握(総括的判断 ，再構成された意識体系)

IV.時代を総合的κ考察する。

ア・時代の特色 ・時代の概念(総括的判断)

さて以上の島荷台よび ，観点での考察』てないて ，実際上一つの具象的念虚史事笑のみで修献 し，一般

化する ととは児童生徒陀とって不可能である。そのためκ，それぞれの設階で ，教師の説明が入 ったb

命題(広〈認められた判断の記述)が与えられた bして解釈を進めていくわけである。また z逆陀eのよ

ょう左命題が先』て与えられて 「なぜ ，そのよう左ととが ，1/>われるのか」とhう疑問の もとで ，よb具

体的な命題b . c . dのようなものカ犠示されて ，逆に進むとともあろう。しかし ，それ陪 ，学習指導

のj民~の問題で ， 本質的陀は一次認議から意味は握が成立するためU亡は ， 上記のような過程訪述、要であ

るζとに変わPがなh。 したがってとれは学習指導の胤PJ;ではな<.また ，学校段階に応じて到達段鴻陀

相違もるるし ，教材のもつ意味内容に応じて必要度のうすい観点 もあるととはいうまでもない。

a 意味は握と思考

前述のどと<.歴史事実のもつ歴史的意味をは慢する とい うととは，概念形成に闘する問題でもある

ので，その過程vc;t、いて，どのよう念思考の操作がなされるか考察をして会きたい。

まず概念とtまなにか ，というととが問題VC7I:るが ，との点については 「そのものKかかわる ，その人

のもつ構造的言語場お!と規定してな く。要するに正しい概念形成ができたというととは ，そのものを

さし示ナコトパ(例えば百姓一撲〉について ，そのもの陀かかわる本質的念特性を脈絡のある言語で表

現できるζとで，それは意味論でhう意味作用の成立であるし ，グイゴ yキーが指摘した却 <，コトパ

の意味のは爆というととにもなろうo {IO) 

との鋭念を形成する過程Kついては .メンテンスカが指摘しているよう1'((111 歴史の場合は，単に具

体から抽象という路線だけでな<，児童生徒のもつ禾介fヒな一般的なもの(例えば ，町人の文 化が発達

した)から ，その時代という雌史的特殊性の中Vてないて意味づけるととをとなして特殊性がは握され，
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それκより歴史的概念が形成されていく路離の重要性も考慮してbかなければならない。そとで ，ζの

形成について，紀要30集で考察された概念の成長 と拡充という 2点から考察をすすめるととにする。

概念の成長

例えば，前記の武士K関する例で ，旦J ，武士が内戦をした。 というととを知 t，さらに aH ，武士

が武器を質入れした。 a/// ，武士が商人から借金をした。と知るならば ，a ，武士が窮乏した と凶

ととκ関する心像が豊富tてな t， a I'L関ナる慨念の外延が，ピから a"a川と広くなり ，その概念が

成長したというととvc't.:::る。

との場合κ働ら〈思考としては，比較し，弁別し.集合をつぐるとし、う操作である。認知したζ と陀

基づいて集合をつ〈っていく論浬的な操作は， Eん念数科の学習v'C:，かいても1勤らく基礎的論理操作とい

うととができる l12)。 しかし，歴史の場合には，集会をつくると同時VC，その差異を弁別するという

ととも非常陀重要である。(例えば，土綜H ・H ・-・・細文式土穏と弥生式土骨量・その相違)

とのよう左過程は，玄た概念の拡充という問題とも関連して〈る。

概念の拡充

しかし，In<ら概念が成長しでも，ぞれのみでは，不じゅうぶんである。上記の aが，身分制度の動

揺という上位概念~含まれる下位概念であるととがわから念ければ ， 歴史の流れ陀位置づけるととは不

可能である。そのよう友関係の成立するととを慨念の拡充という。 しかし，武士の窮乏がなぜ身分制度

の動揺という意味をもつかを理解する』ては，前述 8頁のような.いろいろな考察が必要念わけである。

。

例えば， 8頁の判断bの成立を一つ考えてみても，

・とのみな bでは ，身分の低い武士だ。

。とのみすぼらしいかっとうではよほどb金に闘っている。

. j;~金に闘ったから.とういう手細工を内職にしたのだろう。

というよう左推論。て基づ〈判断が総合されて形成されたものである。

推論ア

推論イ

推論ウ

その中で，ア・イは ，生徒が生活経験で形成されていあ判断から直接κ導き出すととが可能な荊必庁

であるから直接推理による判断とh うととができる。

しかし ，クの判断は，次のよう1.d往還によって成立する判断である。

-本業のほかに，かさは bやちょうちんは担左どをしたなの，手細工を内戦陀したといわれるG

・武士は臥でないのに，牲に困ってち 4 うちんはDをして川oCD ffiつ①

. .だから武土はる、金κ困って手細工を内織にした。① ・.0

とれは，あらかじめ知ら 、れた .二つの判断から，他の一つの判断を導き出したものであるが故(1(，

間接推定主であり，その中の前件肯定の推理である。

以上によってもわかるようκ，仇念の拡充陀ld，どうしても論理的思考訪E入って〈るととK念る。今

:{で ，述べたととを，記述文bよび，具象的教材K例をとれば次のようになろう。

記述文の場合

例文 T社発行教科書よ b

農民たちの中には，・不作やききん がなζ ったとき(a )ゃ，.章h年貢 1'(7たえられなくなったとき

(ゆ

在どvcは 。いうき :をま?乙すものが出てきました(c ) 
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臥上の理解tては ，をず a3Lb 主 ë~c ，という構文の中で ，なぜ ，aそしてbは ，cという結果を

もたらしたのかをE主解しなければならない。ととるが，その理解には，でかとんだ，コトパの意

味が理解され念ければなら~\r>。 したがって ，その理鰹税造は，次のようになろう。

そして b ならば J 

メ Y にミミ ミ¥
fl とは ; 、のととである 史実を結びつける論理的意味

主語となるコ トパ 客語となるコトパ の理解 ，記号論理学では， と

し 一 (帰山した表現) …一
| などがある。

(意味作用の成立) (直観念よび論理的思考κよるは握)

~-
記述交の理解

↓ 
------

具象的教材の場合 歴史的意味の考察

「特色...・H ・..判断 b-，

具象的教材一ー感覚一一知覚 一一認知→一変化・・H ・H ・判断c ト 判断e

例 8頁の判断a L因果関係…判断d_j ，~ 

(J 地 LJ
意味作用の成立

V 

映像 心像 既有抗念に 複合された 判断a. b・c・dが総合されて

意識体系の中K再構成された複合よる心像の 判断

言語化
¥ ¥ 判断 / 

12分析咋圃
E 教 材提示・コミュニケー シヨンにおける指導

との研究では，教師C指導機能としての教材の提示事、よびコミュ エケーショ Y を問題としているので

必止の考え陀基づhた指単との考察を進めたい。

まず最初に ，教材提示なよびコミュニケーションについての用語を規定してかく必要がるる。

o教材κつhて

学習指諸島穏を成立させる三要素のーっとして教育内容があるが ，それは教育B標と児童生徒の発

達段階とを配慮してつ〈られた教育的系統をもった知識技能の体系である。基本俗文部省指導要領Kあ

って ，それが，地域，学校などの教育過程t亡くみとまれているわけである。しかし ，それが ，そのまま

学習されるわけで念い。学習指導の場K移されるときは，~んらかの存在形式をもた左ければならない。

ー-1 1-一



教材とは ，守習の場作品テいτ，児章隼徒が直撃対ぢすみ具体的存寧形式をも?えま京帝内容 113)と規定

する とと陀ナる。教材提示に関しては .2頁K掲載してあるように.次のような問題が考えられる。

認識論的構造
二〉提示の単位会 よび順序 ，表示形式，提示者

数千守内容の鈴理構造

。コミュ =ケーション

コミ 品=ヶーショ ンとは ，送 b手と受け手とをある特定のメァセージに同調させると と (14)といわれ

るが ，とのよう κコ考えると教材提示もその中K包含されてしまうので ，ととでは ，学習指導の場V亡ない

て言語表現の形をとって ，教師と児童生徒，児童生徒と児窓生徒との間κとbかわされるメッセージと

してな 〈ととκナる。

以上の二つは ，二頁の表でもわかる 工う に ，内容を理解させるための指噂Uてないてはからみ合ってい

るわけである。 したがって ，両者を分けZといで ，指導の手Jj原tてそって考察するととにする。

1 指導内容の構造化

とれには ，教育内容の論理権造を ，記号論理を使って分析する方法(紀要 40集)もあるが ，今回は

歴史事実と歴史事実の関係を図式化して構造的Kとらえるという方法をとった。との操作をと hあげた

理由俗 ，前述の意味は短は，構造をは握するととでるるという考えからで ，そのために教師が ，まず指

導内容を構造的には復するととが必要であると思 ったからである。したがって ，その勝進化Kは ，指導

目標からみた重点づけ .教師の指導内容K対ナる解釈も入って〈るわけでるる。と〈に一校時毎の構造

は ，児貫生徒の認識の対象として1Hてを中心に教材を提示するか ，それを考察するために，どんな史実

を関係、づけ ，どういう範囲で学習させるのかを考えたので ，とれを教材提示の構造と よぶと とにした。

2 教材提示の11頂序

との問題につhては ，全国教育研究所連盟の共同研究集会(lLj;、いて ，叙述されている社会事象を ，そ

のままj脂身(1(.念んらの課題意識の配慮な しに与えてV>(方樹立教材の累加方式的な指導で効果的で念〈

児童生徒の思考を弁ftE法的κ深めてい〈配慮が必婆であるととが強調された。

すなわち ，児童生徒のもっている主観的左認識K対して ，客観的な内容を提示し ，その学習から問題

を発展させ ，それK対し ，さらK客観的;;z内容を提示するというようκして ，次々に主観と客観の発展

的統ーという過程をと合して思考を深めていく意図をもった提示の仕方である。

との研究結 ，前述の児童生徒の歴史認識の深まる過程K対する考察(IL基づいてご数材を提示していての

でちあがそのために ，提示の臓序を次のよう(1(.，類型的に分l片て検討を試みた。

ー o具象的な教材と抽象的な教材と ，どちらを先陀するか

との点については ，両者の提示がともκ必要であるという立場で11働寺・は問題としないとと Kした。

0全体から部分へとい〈か ，部分から全体へと進めるか ，という問題

とれにヲいては ，次のようκ，類型的Kわけでみた。

• A 全体 〈大体のアクトラ インをえがかせる〉 → 部分へ

r B・部分一 部分一 都分一全体へ・・…・並列的κ提示ナる…・・累加
・吉日分から全体へ ー! 方式

L C・中核的念部分一発反的，関連的左部分へ←全体へ

• A B ，もし〈は ，ACとhう併用

との研究では，前述の考察から .Cもしくは .ACという型の順序をとるわけである。それ故 ，中核

的な部分κついて説明してなきたい。それは .1校時の場合は，その時代の性格を示す典型的な史笑で
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あ!?，かつ児童生徒の既醤の内容から ，スムーズK発展し得る教材でるる。また数時間のまとまった時

代Eの学習については ，その時代を学習する 一つの視点を子ども陀意識づけるような教材である。した

がって ，提示の順序は ，児童生徒の課題意識の発巌ときわめて深い関係をもつもので ，その点の考察を

する。

o 課題意識と教材提示の順序

学留にかいては .どういう意識で教材K取 b組んだか ，とういうととが問題となる。その場合にかけ

る訴後は ，目的追求的に認識の深j:!? V'ejj!Pして発展していぐものであろう。したがって目標陀向って課

題意識が発展するよう('C提示の順序を配慮ナる必要がるる。との点κついては ，今までの共同研究陀よ

る研究成果κ基づき次のような指導上の仮設をもった。

o 小学校では ，学習の終わbに， 学習結果に基づ〈発展的な問題を次時の謀題として出してなき

その課題陀対する予怨をもたせ，その予怨をたしかめる形で教材を提示し ，そとから問題を発展

させてい〈ようにした。 (15) 

0 中学 ，高校では，前時代からの学習の発展として，その時代の直面した謀題を ，とらえさせ ，

その課題陀対応する社会の動き9てそって生徒の意織が深まっていぐように教材を提示してい〈と

とにした。 (lo)

0 中学校の一学級Uζついては ，上記の方法をさら陀発展させて，仮説をたて ，検証するというか

たちで学習を進めてみた。

以上については，畿をあらためて具体的に述べるととV亡する。

a 教材の表示形式と提示者

とれについては ，具象的念視覚教材，視覚象徴(グラフ， 幽器等)，資料 ，史料 ，教科書の記述念ど

の言語教材がおろう。具象的な視覚教材は，捨象しなければ念ら念いととが多いので，わかbやすい記

述文の方が坊J合陀よっては理解しやすいというととが最近指摘されてきてhる(11)>しかし直観的陀は

握でき，しかも注意を集中させ興味を培すという点では視覚教材はすぐれているというととができょう。

したがって ，自憾のどと(，心像を豊富にナるためV'e，小学校では ，と(V'eスラ イト・などの視覚教材を ，

中学校では ，資料 ，高校では史料を利用するととに配慮をはらった。それとともκ，教科書の記述文 ，

絵図念どの利用tても留意した。とれらの点についても主主をあらためて検討をしたい。

提示者κついてほ ，実施学級のとれまでの学習訓練K応じて行恋うととKして特別の配慮ははらわ

ないとと Kした。

4 思考を進め理解させるための指導

ととでは ，と(V'e，前述の一次認識から意味はJ還の段階草子よび ，考察する観点κ基づいて児童生徒の

思考活動をどのようにうながし，また教材tて対すると bぐみ方をどのよう陀吟味するかについての仮説

をもった。との問題は 2頁('C示 したどと〈提示する教材の茨示形式(具象的な視覚教材 ，視覚象徴 ，言

語的文脈)の相違陀よって ，指導の方式を三つK 分けてある。ととでは ，次の二つの表示形式に指導機・

能の原型的なものを P頁の歴史的な考察の仕方κ基づいて考えてみた。

o具象的念視覚教材を考察してゆ〈場合...・H ・..'・…〆"の記号で示す。

o記述された命題を考察してゆく場合 …………..、の記事号で示ナ。

視覚象徴は ，図式の記号の意味がわかれば ，とれK準じて考祭してい〈 ζ とができょうし ，また上記

の二つは ，実際の授業tては ，必ず混用されて ，学習のふしぶしκbける思考C発展をか弱2してい〈ものと
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考える。耳i::;J:，.，数学は， 9頁C考察の段階b よび観点にひと，した、。

工ノ とれを見左さい。とれはi?:VCか ，誰か ，i?: ~てをしているか ， どとか ， 1/>つどるか。念ど

、 00と書いてあるが .とればなKか ・どんな状態をいうのか ，との意味は，

ll1ノとれは，どう hうはたらきをもっているか ，どん左しくみになっているか ，

とれととれとでは ，どとが違うか ，どういう特色をもっているといわれるか ，

、とのよう念特色があるといっているが ，どういうととをいっているのだろうか

2ノとれは ，以前のとれと比べてどん念ちがhがあるか。以前のとういう状態に対してどういう変

化を示しているか ，どれ位の間κ変化しているか，

、とういう変化があるというが，どう h う状態をいっているのか。

5ノどうして，とのよう左ととがなきたのか(類推.既習の史実との関係)

ノどうして ，とのよう念ととがbきたのか ，とれを見て考え念さい。(新らしい置史事実.の提示)

、とういうわけでとう在った，といわれてhるが，どうして.そう h うととがいわれるのか ，

][1ノとれは ，との時代の念にが ，どうなってきたといわれるか

ノとの時代の念にが ，どん念ととによって ，どうな ってきたといわれるか

、なぜ，そういうととがいわれるのか ，どういう状態をき しているのだろう。

2ノ今までのととをまとめて ，とれκついて説明してみなさい。

、とれは ，どういうととをいうのか。どんな意味だろう。

必uは ，あくまでも原型で ，内容に応じて ，また記述文の抽象段階，児童生徒の発達段階K応じて変

形されるのは当然である。しかし sとういう原型をのみζんでかくととが必要であると考える。さてζ

の段階で ，当然 ，配慮すべき点であるし，また考察の観点ともi?:るのは，次のようなととである。

(1) 教材を提示する時期と時間

提示の時間が不じ申うぶんのため，じゅうぶん考えさせる ととができ なhととが，紀要30集に$-1/>

て指摘されている。また提示の時期に関しては，視覚教材の場合は ，ザン コフが詳細に分析しているが

ととでも ，ひとつの分析の観点となる。

(2) 提示して思考を進めるプロセスκかける問題

o 心像を形成し，認知する際， 記述文 (主として資料)であろうと，具象的な教材であろうと.ど

とを認知させるのか明瞭でなければRまらない。そうで念いとあいまい陀読んだ!J，たいせつ念とと

ろをぬかして不安なととるを認知するととがなきて〈る。

o 認知する場合，過去の経験，知識κよってその し方が異変る。どとから出発すべきか考慮し念け

れば念ら乏い。(例えば，前記 8頁の絵図で， 小学校の低学年なら ，武土というととが認知できな

いととが考えられるし ，高校生左ら一挙に eの段階で認知するかもしれない。〉

o 認知したものを解釈して ，ょb高次念段階で認識ナるためKは，比較，相違の弁別，集合をつく

った!J，直接推理 ，間接惟理念 どの思考の操作が入る。との段階では，

・既習の知識がもとUてなるから，できるだけ既習の知識を働らかせるように配慮するとと。

歴史が.過去VC$，ける人聞の行為を問題とするy上，直接J監理による意味は握は非常trc重要

であ'る。 n歴史の重みを感ずる 」とか「しみじみとわかるJとh うよう左ととは ，直接推理の

できるととろまで状況を具体的に知るとh うととであろう。

いくつかの推論を重ねる間接推理r.:;:，論理的思考の中で最も重要な役割を果たしてhる抄ナで
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ある。とれには演緒的推理と 帰納的推理とがあ9.それはさらUていろいろ分けられようが ，

学習のプロセスK草子いては主として内面的な思考の録作として行念われるし，主た意識的κ行

念ってhるとは限らない。そのため，現象的9てはなか乏かとらえに〈い。しかも学習のプロセ

スの中κは.とういう推論がか念 b多〈入って:I:>'!'J，その大部分が直観的vc行なわれている場

合が多hのも事実であろう。との問題K対しては ，次の 2点の配慮が必要である。

・相当雌解のととろは，思考の閤者を細か〈ふんで論理的に飛躍しないとと。

-重姿な推論を直線的に判断したと思ったら J r~ぜそう考えたか J と判断の根拠を問い

分析的に考えさせると と。

。詑述文を提示ナる場合 ，児童生徒がわかったと感ずる-のが普通であろう。どのコト パの意味 ，ど

の関係、κ疑問の服をむけさせるのか留意しなければ左らない。疑問点が明修bてとらえられるように

なれば思考力は相当つhてきた ，とh うととになる。

o 思考を進めるフロセスばかりとは限らないが，教師の意図と子どもの考えとの問K生ずるずれ

(予期し1i:v.応答 ，意見 .無反応，ずれた質問〉 κ対して，とれを どのように処理して自標K近づ

けてゆ〈かは重要な問題である。また，子どもと子どもの意見のくいちがいの処理も同様である。

(3) 教師の嬰約 ，補説 ，説明の場合の問題

0 どとで行なうか ，時期の品購，とれ蛤 ，教材提示の時期とからんだ問題である。また問答の進め

方とも関係する。

0 コミュニクーションは次のよう左構造をとる。したがって配号化と解号化がじ申うぶ八周調する

とと沙皆、要である。(意味作用が成立しなければなら念v.o )そとで次のよう左ととが問題となる。

記号化ずるもの (ζの場合，コトパ) 角草分化するもの

区玉]-→じ>一一)(⑥ー<J一一直互|
(18) 

・ 使用するコトパの抽象度の問題，高いレベんのみの話では，念κをhってるかわから1i:v.し

低いレベルのみでの話では ，どう処理すべきか方向がつかめ念い。両方の相互作用が必要であ

る(19)。

・ 歴史の記述には児童Kは理解しKくいコトパが非常に多< J そして，それを完全に理解させ

るζ とかもずかしいときがある。そとで類推が郵児される。しかし類推は誤った認識をさせる

とともあるから注意されなければなら念い。

・ 定義 ，要約は ，そのものの本質的念特性を明確に表現され乏ければ念らない。その点は案外

あいまい念のではなかろう治論。

W 研究の手11目。方法

今まで述べたととを3監理し，研究の内容を慨指すれば次のようになる。

0既究8的前述

0研究の内容

・研究訟指 歴史認識を深める授業構造の究明一一認識を深める指導と学習の関係

-建論的考察 歴史認識を深める学習指導Uてついての考察

・歴史認識 ・教材援示b よびコさュエケージョン1'0.>ける指導……前述

- 1 5 -



-指導上の仮説

。学習指導計画

-実施

1 教材を提示し，課題意識を発展させてゆ〈指導(.13頁)

2. 歴史事実の一次認識から;意味をは握させる指導(1 4頁)

.教育内容の構造化
}後掲

・仮説 lVL碁づ〈教材提示の順序と学習課題の発展 ，むよび表示形式'

・仮説2Vて基づ〈指導過程なよび予怨される反応…・・・燭載省略

。学習指導過程なよび結果の考察 -指導K沿いて意図 した課題意識と時代の認識との関係

。児童生徒が歴史像を再構成する論理と指導との関係

。歴史事実の一次認識から意味は握について教材提示な

よひ・コミュヱクーション Vてなける指導の考察

。直観教材から学習を発展させた指導の考察

.視覚象徴から学習を発展させた指導の考察

・教科書の記述文から学習を発展させた指導の考察

。研究課題の総合的考察 指導仮説を中心に授業構造を考察

以上の手順で研究を進めたのであるが，研究方態として以下の諸点Kついて明確にして会きたい。

o仮説と検証陀ついて

教育実践の研究では ， 仮説と検証のもつ性格が，自然科学とは自ら異~る。実践の対象が児童生徒

であるから ， 実践そのものがイ反説ど;i;~ t VL ¥/)くとは限ら念 ¥/)0 したがって，との研究では実践をと必ー

しての検証は ，仮説くとの場合は指導の仮説であるが)が学習指導に生かされていたか，という検

討と ..ttよく生かすにはどうしたらよ凶か ，とh う修正の両面にわたってなされる。

o了解的方法と説明的方法Kつhて

コ考察の仕方は ，了解と説明Kょった。了解的方法Vてついては紀要 3 0集を参照されたいが ，要する

K授業，面接 ，観察などの記録をとか して・そとKあらわれた重要な意味をとらえてhζ うという方

法であり，その結呆の表現は ，意味をもつものと してとらえたものを ，あbのままに記述する方法を

とる。それに対し説明は，体~，泊句なものの根拠を体験を超えるなにかに(例えば，数字，配号)求め

て結果を示そうとする方法 (i9)である。学習指導の研究は ，主として了解的方法による面が多いの

であるが， ー商数量化するととによって ，ょ9<わし〈検討できる場合もある。教育研究は，とのこ

つの併用が必要である。

。記号論浅学的方法κついて

紀要 40，集で研究に導入した記号論理学的方法(上記の説明的方法の一つである)について若干述

べてかきたい。現代の分析哲学にお‘ける 誌織論では，記号論理学と意味論却ま二村武器であるといっ

ても過言では念いだろう。ぞれ故，との理論の導入はすぐれた着怨であったといわ念ければ走らない。

とれを利用して，ど〈狭い範囲での精密な実験調査もあらわれてきている。 (2U)しかし複雑な要因のか

らみ合った淳た広レ範囲で思考の操作がなされる授業の分析に ζれを利用するには ，相当の研究期間

が必要と思われる。そとでとの研究では ，児主主生徒のえがいた時代像を ，命題論理を利用して(それ

も厳密な記号論理学によるものではない)分析してみた。また調査結果の分析κも一部利用した程度
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にとどまった。との方法K関しては今後さらに研究を続けてゆく必要がある問題であると考えている。

o記述の仕方Vてついて

各学校段1答毎陀内容の時間数も多h上， 笑施学級も 2~3 学級であるので全部記載するととは不可能

であ?，また必要のないととでもある。その中の数時間分Kついて，必要部分を検討するとh う方法を

とったので，記述も実践設業全般陀わたっているわけでをv>o

V 指 導内容および実施学校と学級

授業を実施したととろの指導内容は，全国教育研究所連盟の共同研究として ，歴史的分野では，下記

の内容を共通に実施するととK決めた。それによ b当研究所では ，小・ 中 ・高校毎V亡内容を次のように

決めて実施した。

「 小学校 「世の中の移 b変わり」のうち 4時間

封建制度の動揺一一一一一← 中学校 「封建制度の動揺J 5時間(共同研究として共通〉

」高校 下等藩体制の動婚と改革 」のうち 4時間

以上のうち高校陀つhては，研究の対象としたのが本年が最初であり， また生徒。学習能力，発達段

階 ， 教授方法も小中学校とj:，~もむきを呉t'Lしてhる。そのため ， 高校に関しては今まで述べた仮説 ，

研究の手順念どを計濁どなり実施したわけで念v>o

o授業を掲iIliした学校がよび学級の知能分布は ，以下のとかbである。

小学校

・新潟市立入舟小学校 6年 1組 男 20名女 22名計4 2名

知能分布 教研式知能テス ト (以下の知能テストは ，全部各学校が実施したものである〉

偏差値 3 4以下 3 5~4 4 45-54 5 5~64 65以上 (2'1.)

2名 1 3名 1 6名 1 1名 。 言十 4 2名

-新潟市立内野小学校 6年 4組 男 25名女 25名言十5 0名

知能分布教研式知能テス ト

知能指数 7 9以下 8 O~9 2 9 3~1 08 1 0 9~ 1 24 125ιι上(22)

6名 10名 22名 10名 2名 言十5 0名

・新潟市立沼垂小学校 6年 6組 男 24名女2日名計 44名

知能分布教研式知能テスト (分類上記に同じ〕

知能指数 5名 9名 1 9名 9名 2名 言十 42名

1名は不能， 1名は ，テス トを受けてい之とい。

ζのうち，沼垂小学校は，笑験的左調査を授業過程中に笑施したものである。

中学校

。中精原郡亀田町立亀田中学校 2年?組 男 26名 女 20名 言十46名

知能分布問中 B式知能テスト (分類上記に同じ〉

知能指数 。 5名 1 6名 1 3名 1 2名 計46名

。新潟市立白新中学校 2年 1組 男 26名 女 23名 計 46名

知能分布教研式知能テスト

知能指数 2名 5名 1 9名 1 7名 6名 言十49名
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-新潟市立鳥屋野中学校 2年 4組 男 21名 女 24名 言t4 5名

知能分布 教研散口能テスト (唱名受けず)

知能指数 2名 1 4名 1 0名 1 6名 2名 計 44名

高等学校

・新潟県立中央高等学校

2年，就職コースの学級 なよび 5年就職コ ースの学級 ，( 3年の日本史は 2年 1単位 ，

5年 5単位のカリキュ ラム)

以上の学級につhては ，以下の重量の考察κ訟いて ，小 a.小b 小 c・中a 中b.中c・高 a.高

b という符号 (上のj債とは必らずしもー数してない〉を使って記述ナる。

註

室主考文献

( 1 ) 

( 2 ) 

( 3 ) 

( 4 ) 

(5) 

(6 ) 

( 7 ) 

( 8 ) 

(9) 

( 10) 

( 11) 

(12) 

(13) 

( 14) 

(15) 

(16) 

.( 17) 

(18) 

研究紀要第 40集 !尼寧笠徒の歴 史理 解とその指導 新潟県立教育研究所 p・4

f以下 研究 紀夢第40基礎と略記する。)

林健太郎著 史学概論 有重喜朗 p ~ 59 

E.H・カ一 審 清水量処太郎訳 歴史とは何か 岩波新昏 P.155 

p・10-11

p・193

周 上

思考心理学 I 培風館矢 田部連!!s毒事

山口康助 社会科における 「構造化J研 究 の窓務 児底心理， 38 ・10月 号

ピエール・ギロー主主

黒田正典編

研究紀要鳴3:0集

ヴ 4 ゴツキ一 司書

メンチ ンスカヤ務

佐 藤信夫Z尺 窓 味倫 クセジユ文庫白水社 P・18

教苛心浬学 朝倉""苫 p・16日

柴田磁松訳

栗林 邦男訳

新潟県立教育研究所 P.S7 

曾鱈と思考下 明治図種事

ソビエ ト・ 学習心健学 明治関嘗

p. 1 56 

p. 9 1 

国立教 育 研 究 所 紀 要 第39鍛 恩寺管における議備的紛f魁操作とその冨諮表現

研究紀要第30集 新潟県立教育研究所 p.143 

雑音志 f授業研究J( 3 8年'日用) 授業研究の去鑓科学 島田忠 明治図塁手

数背研究所紀著書第37築 小中学校C おける社会線総形成過程の構造的研究

~媛県立教育研究所

社会科学 習 に お け る 生 徒 の 銀 問 窓 識 と隆史認識の深まり 千栄県立教育研究所

黒田iE典鯛 教育心理畠学 今 朝省住居 P・16'8

雑総「授業研究J(3 8年 10月) 授業研究の混{礎科学 島国， ，廓 明治図曾一

(117) 玉県田E典綴 教育心理学 J ・A 朝盆曾庖 p・42

(20) 国立教育研究所紀要宣告.39集 恩考における送俗的倫理操作とその言語夜現

(21) (22) 四方 災都 現 代教育解師法 P 1 1 6 知飴の品等段階の区分を適用

他に須藤新吉著 倫理学縦装 内田2告側圃

- 1 8ー



章一一一
第 「世の中の移D変わりJの

学習指導とその考察 (小学校 )

I 指 導計画と芳察の観点

指導内容の要旨は， n園内の諒一産業や都市が発達し， 町人の経済力や文化が高まり ，武士の支配はしだ

いかて弱〈なってhった。 J(文部省指導書 ，P 1 1 6 )と とを理解させるととろである0・d学校六年の歴

史単充lぞかけるとの内容の位置は紀要 30集 23頁を参照していただきたい。 との研究陀お;.¥r.て小学校で

は，その時代にbけるい〈つかの象徴的な歴史事実をとりあげて .ぞれを考察し， そのもつ歴史的意味を

理解するととをと会して時代の特色をは握さぜようという意図をもった。そζで次のよう念指導目標を設

定し，教育内容を構造化した。

L 指導目標

江戸時代K必ける産業の発達が商業の発達をうながし，それがもとで町人の力が伸び ，武士の財

政が窮乏する一方，農村に会ける百姓一撲の培カ日 ，学問の発達?をどの社会の変化でだんた・ん武士

の支配が弱まってきたととを理解させる。

2 指導内容の構造化

江戸森府の成立

十 一一

士農工商文化 大名統制 鎖国

武 士 ヒ二=二;-(年貢 ) ふ農民

ーペきび円安!?)_I I 
;7産業・交通の発達: 農業の発達

↓↑;  I 

町 人

大商人 ←一一一千商業 ・都市の発達 ー

町人文化←町人の力 一一一一一→ 生活の変化一一窮乏~~
金を貸す / 

歯学洋学の発達 幕府の財政窮乏

年貢が重ぐ在る

不作 ・き.きん

苦しい生活

百姓ー撲

〉 斗、./ L 

武士の支配が弱まる。

3. 教材提示の11賓序と学習課題の発展

時間配当と順序 次時への発展謀題

第 1校時産業の発達 、 0 とのように生震が盛んに念って ぐ ると~~てが発達しでぐるだろう。

第 2校時 衡業の発達 0とのようκ商業が盛んになって〈ると町人の生活はどのようκ変

わって〈るだろう。
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。町人の生活がとのようになってきたが ，武士の生活はどう変わっ

ただろう。

町人文化第 5校時

0農民の生活は，どのようκ変わっただろう。武士の窮乏と政治

のたてなお諭 し

第 4佼時

とのとるどんな学聞が発達してきただろ。世の中がみだれてきた。

う。

一百姓ー捜第 5校時

oまとめ国学と洋学の発達第 6校時

与し上のうち ，研究の対象としたのは ，2- 5時閉までの 4時間である。その範囲での児童の歴史認識

の発展を問題と したので，以下4時間分の教材提示の概要〈提示の構造 ・単位と順序・表示形式〉を述

べ・その後 ，考察の観点と方法について述べるとととする。

各校時毎の教材提示の概要4 

商業の発達第一校時

江戸時代κ会ける大阪，江戸の繁栄ぶhをと公して商業の発達のあらましを理解する。

序 表示形式

(音宵てよるものは省審)

: 1産業の発達信念。てを。予怨 ，問題

盛んVとしたか ;の志奇襲化

;2商業の発達した都市 ;教科書 ，資料

I1原提示の構造

目標

産業の発達

:スライド，

，資料

:スライド ，

ー資料

;3大阪のようす

:4江戸のようす

; 5大阪と江戸の関係、・

その相違

上の交通

1.参勤安代

~， 

。問屋

-米市 ，港

-大西人

， 
て一一一ーー一一一一ーー一ー」江戸の町

ース ライド

;絵図

・7商業の発達のまとめ;

8町人の生活はどのよ :e欠時への発

うvc変わって 〈るか:展課題

-人口約 1日D万人 (最盛時)

6交通 ，都市 ，生君主-城下町

参勤交代との関係、。消費都市

-多くの商庖

。大商人

大阪の町生産る向上

・人口約 35万人 ド江戸と大阪
( 1 8櫛靭)1

。蔵屋敷 ト全国各地と
天下 f 

e の台 |の陸上， 海

所
て

を

生

つ

の

う

使

も

貫

一
達
一

一
発

一

部

生

-

の

一

力

が

一
業

T
I
ll
1
1
l
i
eaψ

の

た

?

一
商

一

人

び

は

「
|
|一

商

伸

・
活

b金を

活

町人文化第二校時

町人の生活向上κ伴 って発達してきた町人文化のようすやその特色を玉虫解させる。

: 1商業の発達Kよって予想 ，問題

町人の生活はどのよ ・の意識化

目標

真

図

うに変わってきたか :

:教科書

写

j絵

。2町人文化

3うきょ絵

4かぶき芝居

生活陀

ゆとD

ができ

について

(E'蕉 ・蕪村
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5小説 ・俳句 ー資料，教科

風景・美|・生活{!(: 書

たのし:6町人の生活向上との :

みをも: 関係

とめる :7以前の文化との比較 j

8武士の出舌はどう変;次時への発

わったか。 展課題

る。

人間 ・生活の

ょうす。

(広重 ・ ~t斉

歌麿)

茶一

絵vl也

事
己

点
一ノ

l
l
lHi
l
l
i--

11
1
1
1
 

人

い
の

高

〈

の

多

分

ら
へ
白
河

l
li---

人から低lハ

人へ

t・ かぶき芝居

L..(近松門左エ門)武士の生活は

( )は，騒ぐふれる程度

武士の鈎乏と政治のたてなおし

社会を支配する立場Kあった武士が生活の変化K伴って財政が苦 し〈 なり ，幕府も政治の

変わったか?

第三校時

自襟

1町人の生活は変わっ

たが武士の生活りど

う変わったか。

: 2武士のはで念生活 ・スライド

資料

: 3 j:，~金{!(図ったようす : スライ ド

: 4社会の変化との関係 j

: 5武士と町人との関係、

の変化

・ 6幕府政治のたて左~: 年表 ・ 教科

し書

:7農民の生活はどの よ;次時への発

う{!(かわったか -展課題

たてななしを図ったととを理解させる。

発

れ

居間

職

入

回

百姓一捜第四校時

農民が重い年寅やさきんなどで ，生活が苦しくな!?，支配者{!(反抗したととを理解させ ，目係

図

，武士の生活が苦しぐ

なったが農民の生活 ・

はどうかわったか

ー 2百姓一授 :絵

目玉回数・続模 グ ラフ

ー4重い年貢

:5ききん ・不作 :資料

: 6うちとわし

:7不安;1;L!tの中

:6とのとろどんな学問 ;

が発達してきたか

江戸時代中どろからの社会不安に気づかせる。

- 2 1ー



与L上が，教材提示の計画の慨要である。 ζれ~基づいて ， 指導過程及び予怨される反応 ・予j留する認

識の深ま bについて ，各授業者毎に紺擦をつ〈った。(細案は省略する〉 その際，と<1'[児童の発達

段階からみて高度な発展の概念成立まで到達させる必要はな<， 9 頁~:J;'ける考察 I . J[の段階の指

導に重点を:J;'v.た。

4 考察の観点

第二章の研究の手l院に述べた観点で考察する。

E 児童の再構成した時代像の分析と芳察

o調査問題

江戸幕府のしくみが盤~， ，鎖国が行役われて，~内に平和が続いてくると産業が発遣し，武士，

町人，農民の生活がけ、ろいろ変わってきました。どのように変わってきたか，世の中の移り変わ

りの特色を ，次の八つのととばの申から四つを選び，そのととばを使って，あなたの考えをまとめ

て嘗いてください。使ったととばにはO印をつけてください。

町人の文化 武士の文化 商業の「が )発遥 百姓ー撲 参勤交代

武士がくらしに因る 産業革命 幕府が栄える

o調査方法 事前調査は授業実施の約 10目前

事後調査は，第4校時終了直後で ，その時代の学習の整理は行没っていをい段階である。

0時間約 20分

o調査人員 小a 4 7名 小 b 4日名

o児童の再構成した時代像

とれを類型的κ分類すると次のようUてなる。

類型 却額 型
事 前 事 後

番号 小a 小 も 小a I小b

1 。選択肢の中から四つを正し〈選び.それで説明したもの 。 。1 9 14 

2 。四つを正し 〈選んだが(または三つだけ選び〉三つのみ使って 1 1 1 3 7 

説明したもの

5 -四つを正しく選んだが(または二つだけ選び〉二つのみ使って 5 5 5 

説明したもの

4 -一つまたは，二つ程度の誤まった認識を含むもの 11 4 7 7 

5 -部分的には正しい認識もあるが，誤まった認識の多い不完全な 1 2 18 2 5 

時代像I

6 -四つ程度の判断のみで構成した単純な時代像 8 5 4 

7 。無記 ，または ，誤まった考えのみKよる時代像 1 2 1 1 1 
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事前
% 
50 

% 
50 一一一一一一事後

q
八
九一一一

tttl¥

¥
¥
〉
/

小b

20+. 

10 

4 

5 

4 7名小 a

40+-

30 

巴

1』

ll|‘l|
.
1
l
i
l
i
--

門

U

n

U

今

4

4
0

7 6 5 4 3 2 7 6 5 4 5 2 

.次K.選択肢どとの反応状態をみると ，次のよう陀念る。

命題
選 択 肢

事 前 事 穆:

番号
小a 小b 小a 小 b

@ 倒T人文化 ι 7 26 22 

52 武士の文化 13 6 5 4 

⑦ 商業の(が)発達 1 4 13 34 22. 

⑬ 百 姓 一被 日 5 ~8 33 

2 参勤交代 1 2 6 1 0 1 1 

① 武士が， 生活に 困る 5 10 I 38 33 

36 産業革 命 9 1 0 。 4 

5 幕府が栄える 32 12 6 4 

-命題番号とは， 後婦別表 Vてよるもので ，小中高伎の児童生徒のえがいた時代像を分J折するた記

。亡準備した， 5 2の命題の番号である。その番号は ，小・中・ 高校ともに共通である。

.0印のある命題は ，正答としたものである。

-しかし .0印のある命題については ，次のよう念場合 ，反応としてとらえないととκした。

-単独で使用されて ，他の史実との関係で記述され*1/>場合 ，例えば，商業が発達した ，町}I

文化が発達した，というようなま活

-史実と史実の因衆関係を誤って記述した場合，例えば，産業革命がbきたので商業が発送L

た ，というよう念記述

-23ー
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F

b

4

ぇ
u

っ
4

1

小a 4 7名
V
A
G
O
 

n
y
n
k
u
 

小b 4 0名 …・事前

一一一一事後

7 0 

@). 52 ①⑥ 2 ① 36 3 

o次陀児童がどのような命題をどのような論理で結合したか，命題論理で分析 してみる。

・命題審号は 29頁の後掲別表で， 小・ 中・高共通である。分析のため講備した 命凶は 52で， 実 際

生徒が記 述 した恥のを分析寸るに は京足したので次のよう々操作を行なっている。

・準備した命題と表現 が 異 な っ て い て 恥 ，意味がだ い たいひとしければ，その命題審号を使う 0

・準備しためのに令く ，まちがっている恥のは×の記号 で 示 す 。 例 え ば X コ5は武士が町人に

金 を貸 したので商業が発還した。

・再構成した持代 像の中 で霊夢な意味を恥たず，準備 lJた命題になL、害、のlよ省略する0

・使用 l，た記号は，次のよろな;意味をもっている。

・ ⑤のー は 'でr./:い.否定 的記は ，商業が発遥しな かっ た。 ③= 武土 が生 活に 図ら なか った 。

・= そして。という遺言の怒吠， 1 4 ・15は 正E震が霊くな り，そして， きさんに仕った。

・ ご=りのでu "ならば"の窓で二つの主主味に使用する。 一つは因果関係の君主味で ，14コ17 

は年買が重く ζtったので農民の笠F震が苦しくなった 。

あう一 つの場合は，含窓の闘係ぞ示寸恥ので ，低土が身分f傑 )そ売る乙とは身分制度の動

揺を意味するという場合は， 9二二、 11と示す。

. : ==記 主主交の大 きとr段著専を示す

=頃目的に墨書 い た 恥 の を 示 す

. 込=上の × 印は ，あ や ま っ た 認 識 を 示 すo どんな命邸宅) ，問題とされた時代，それと結びつ

けられた史実との関係において，はじめて真偽がいわれる。封建制度が動揺しはじめた時代

に おいては ，込， つまり産業革命が行伝われたは偽 と仕る。まに身分制 度が動揺したので商

業 が発達したは ，1 1さ5と示すo

( ) =記号は原則としてその前の命題との関係 ぞ示すので，二つ以上の命題にかかる場合

は ( )でくくる。例えば ，武士の笠活がはでになっ た の で ，S:活に困り 内甲車脅 したのは

7 ::;::> ( 8・9)と示す。

" 6日

〆〆ノし
⑪ 52 ⑦⑬ 2 ① 36 3 
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向って左の番号 ・右の番号は ，類型化した番号を示す。

. 小Iの 1学級分のみ掲載するととκナる。

iji 前

1 I (4コ⑤): 5 1・5・(4つ51) 

21 .3コ52; 14 ⑮; 2 .3; 

3Ix.x .x-x 

4 I 52・@ ・2コ5

51 xコ⑪ ;x;14コ⑬ :3 

6 1 1コ1口・⑤バラ⑬ :xコ17き@

71 x・③ ・2

自11三52: 1つ誌 ;⑤コ⑪ :3 

9 1 .3フ52: 1つ@:2つ3: 1つ5

1ol@き(日 3・も)・14つ(17 ・⑬)  

11 1 17・⑪ ・x.x-x.x
12 1 1つ(⑤ ・3・1日)・ ⑥つ?

131 1主③ :1つ3:@ : 1つ誌

・11411三@:3 : ( 1・4)つ 5

151 ~ . 52・× コ5・x.xコ8

16 I x . x 

17
1 8 Jる:52 : @ 

181誌 17 : @ : 52 : 17コ⑮

19 1 1コ3 ; 4つ義コ: 2 

20 1 52・@ .x・5

A 5 2  

2 1 1 1ゐ:4:>③: 1 ・ lo ~@l :斗
221 fsつ⑤ :x~@ : xコ× ;J
231 xコ10:x?⑤:xつ.3:xコ18

241 52・14:⑤ :@主⑬ :3 

25 I 2・⑤ ・3 ・14コ⑬

261 1ヲ@ :3 : 5つ誌 :.3コ 52

271 1コ玄コ(る 急): 2コ3

281 4 つ~ : 2~ @'-Y@ 
29111:/ 3 

30 1 3・@::;'10・@フ9. X 

31 1 7さ⑪ ・5 ・@

口 1 2:;， 3 :@コ9 : 4コ@

33 Xコ⑤ :xコ③ :xコ⑮ :xコ⑪

~ 41 2・誌コ⑤ :1ロコ⑨ :17コ@

351 .3 : xつゆ:Xコ⑤ :@

361 x ;:::. 52 

.3 71 14つ⑮ :@ き@そs
381 x・⑤ ・誌不 3

1391 3・⑤ ・⑪ ・7:o::>@

14日Ixコ@}): 3さ@ :2き2 : xコ3

宅医 後

3 1 ( 4 ・⑤〉フ~I : ⑪フP@つ1 4 ・ 15 つ ( 17・⑬)1 1 

4 1 p ⑤つ〈叩・@ ・51"'): 2つ5・7 ③ 1 2 

7 7コ@:14つ⑬ :4つ(⑤ ・10) 2 

A @つ10スBl: 7フ@つ9?'14・15コ(17・@)
5 10コo:9つ 14つ⑮ :7コ8 2 

5 4フ⑤つ10コ⑪ :(⑤つ?っ14 (17・⑬)
6 ⑤つ7つ③ :::;.14つ⑮ 2 

5 10・7 .@ ι 

4 4コ@場 (51ウ;7:::>@つ(9・14)・15つ$

4 ⑤フ(@)・7)つ@コ 14コ⑬

7 14つ⑬ 6 

5 2・4つ⑤・ 7コ@つ14 ・15コ⑬ 2 

5 2・10・@ (50: 7コ@司 j③司4つ⑬ 2 

4 10コ⑪ (51'): 2・7つ@?14つ⑬ 2 

7 (15・14)コ⑬ :7.:;:>@つ9: 4:::'⑤ 2 

7 @ ・⑤ ι 

6 2・3: 10フ@>:153  (@・⑮) 4 

4 @コ(10 ・@)コ14コ@ ・も 4 

5 2・4:::>⑤ 10・7:::>@ :14フ(17・@) 2 

6 7つ @丞 52:8S③: 14つ(17・⑬〉 5 

4 ⑤コ (10・⑪): 7コ③フ14・15コ@

7 2・7コ③コ 14コ⑬ 3 

7 @つ(10・@). 51") : 7コ@坊 っ14コ@

414つ⑤コ10::>⑪ : 7フ③コ9::;. 14つ⑮ 11 

6 I 1::>⑤コ(1日・ ⑪ ):(14・15)つ17:>@;.を 14 

5 I 4 .⑤コ10:::O@:7コ@:(14・15)コ@い

5 I@ コ10コ⑪ .2さ@ I 14 

4 I@ コ(ぢ ・10):@コ 14コ⑮ 1 4 

7 I@・10コ@(s{) : 7コ@.9)':::>14・15コ@ 11 

414・⑤フ1日コ⑪ (51ゾ): 7.?(@・9)"{14・15)コ@jl

6 I 10・①:7-::>③げさ3;7き(9・><) I 5 

3 I@・10コ@):7::>@フ14・15コ@い

7 I@ ・⑮ ・③ ・3 1 

2 I@ コ⑪ :アコ③ ;14コ@ 11 

5 I@コ1日:③フ 14:::> 17・@ 12 

714コ⑤ ・52・><. 7:o>@・14つ⑮ 14 

5 I 2・4コ@ :7.=>@コ9 (14・15)つ⑮ I2 

7 1 xコ⑤ :10コ@j): 7つ③三⑬ 1 4 

6 1⑤コ⑪ ・7コ③つ 14つ17・⑬ 11 

7 I 1ロフ⑪ :1つ@ ;7フ③ :@フ14つ⑬ I 1 
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事 前 雇茸 後

4 1 10コ⑪ :Xつ52: 4フ弘:Xコ⑮ 呂 ×コ@・10:;;.⑪ 7コ③ :;:.14つ17・⑬

42 8 7 x . x . 2 ・X 7 I 

43 4::::>⑤ i⑤"'&'6 : ~ : 3 5 10コ(fJ):4=>@: 14::0⑬ : 7::>@ 

44 5っ三: 14 ど52: 14マ，⑮ :30:::>@ 
10 

5 @ ::O 1 0 ・ 7~@ つ 1 4・ 15 っ (17 ・⑬) 2 

45 fコ5 :@ :⑮コ@:@コ@ ⑤フ 10コ⑪ (51):7::>@コ?コ 14コ⑬

46 4コ&<6: 3 : 1コ⑪:⑮・ 4 4つ@コ7コ@コ14・15::>(17・⑮) 2 

47 5・2 ・4コ⑤ b 4コ@コ (1日・ @}l):7コ③コ14・15;;>@

月l庚 命題番号

1. 鎖国が行左われる。鎖国によって平和が続< I 20. 文治政治が行なわれる・綱吉 ，白石の政治が

園内が平和K念b戦いがな く在る | 行念われる。

2. 参勤交代が行なわれる I 20- その政策の内容

3. 幕落体制が限立ナる(高 )・ 封建制度が縫っ I21. 非政改革が行念われる

た(中) 幕府が栄える(小 ) I 22. 享保の改革が行;zわれる

4 圏内産業が発達する・工業 ，農業 ，交通が発 I22 主主保の改革の内容

逮する I 2五 回沼政治が行なわれる

5. 商品経済が発達する・貨弊経済が発達する I 2よその内容

商業が発達する(小) I 24. 寛政改革が行攻われる

6. 自給自足経済が〈ずれる I 24 その内容

ス 武士の生活がはで陀なる，武士の生活程度が 25. 緊縮政策がとられる

向上する ，武士が金を多〈使う(小〉 26. 腐人資本を利用した積僅政策がとられる

a 武士が窮乏する ，財政窮乏，生活に困る 2Z 諸韓基の改革が行念われる

R 武士が商人から金を倍r.Tる，質入れをする， 2a 薩長の勢いが強〈なる ，活穫になる

町人との縁組みをする，内職をする 29. 尊王壊夷の迩動がはげし 〈なる

10. 商人の力が噌大する.生活Vてゆと Dをもっ 30. 外国船が来航する.ペリーがきたる

11. 身分制度が動揺する 31. 開函をする

12 農村に換金作物の栽培 ・芭IJ業が盛んになる 32. 安政条約が結ばれる

農村の自給自足の経済が〈ずれる 33 外国の文化 ，思怨 3宗教の影響

日 大地主と小農tてわかれる，階層会[ヒヵ::;....きる 34. 民主主義思怨が発達する

14. 年貢が重ぐなる 3 を韮〈する 35. 外国と貿易が行なわれる

15 ききんや凶作になそわれる.がま?きる 36. 産業革命が行なわれゐ

16 農村が荒廃する 3Z 日本独自の文化が発途ナる，1'語教が発達する

lZ 農民の生活が苦し〈なる 3a 封建制度が〈ずれはじめる，主主藩体制が動揺

la 百姓ー授がbきる)t普加する ・百姓ー撲， する

うちとわしが発生する 39. 王政復古Kなる，がされる

19. 社会不安になる・世の中が乱れる〈小) 40. 近代化が進んだ
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4.1. 明治維新をむかえた

42. 討幕運動がむきる

43 武士がbちぶれる，権威力:な 〈なる

44. 幕府が滅亡する

45. 天保の改1fi:が行者われゐ

45" その内容

46 貨弊改鋳が行念われる

47. 商業資本，高利貸資本が農村iて進出する

48. 物価が上がる

4担 商人は武士κ対ナる寄生的性格をもっ

50. 幕政改革が失敗する

51. 町人の文化が栄える

51 その内容

52 武士の文化が発達する

以上を考察してみるとまず事前~;j;~いては ， (数字は命題番号)

・誤まった認識が多v>， 例えば，百姓と百姓が戦争をした。武士がぐらしに困って山から主i"!;>でぐる，

武士が町人K金を貸して商業が発達してきた，というよう念認識がある。

・また，既習の知識をそのまま次の時代Kあてはめて1想像する傾向，幕府が栄える 5 ・武士の文化 52

鎖国 1・参勤交代 2などの反応率がたかく，幕府が栄え，武士の権力はだんだん強ぐ在って〈ーと

いう考え方が多い。

・産業革命と1"，うコトパは 5年生のときに醤っているわけだが，わかっていで使ったものよb産業の

発達というような意味で使われているので俗念かろうかと考えられる場合が多h。選択肢としては

適切でなかったととが反省される。

・論淫的には，項目的κ一つ一つの判断力:孤立した点状の構涛1iC'，関係づけても二つの命題を因果の

関係で結ぶ単純な結合である。

事後陀念って〈ると，誤まった認識が是正され ，史実K艮1Iした判断がなされ史実と史実とを関係づけ

て記述しうるE翠解構造をもってぐるのであるが ，その史実と史笑とを関係づけるタイプは，次のような

三つ』てわかれる。

・各時間毎の内容を単位として，項目的に記述する。その論理は ，産業が発達したので商業が発達し

た ・ 年貨が重<~ヮたので百姓ー授がbきた。一一単純な因果関係で結んだ点、構造の理解である。

・ある穏皮，多ぐの史笑を因果の関係、で結ぶが ，単純で直線的%l:因楽関角2)で記述する。

はで左生活 7ー 武土の窮乏③ 一 年貢を重〈ナる 14一一一百姓一換。

・さらに ，内容が豊富にな !;>，武士が困って町人から借金する?・あるいはききん，不作 15などの命

題が前者K位置づけられて理解精進が網状的(3)κなっているもの

以上であるが，記述するとh う場合.話しコトパに対して塁手きコトパは構文形式が復雑で 児童Kは

再構成したものを述べる上κ障筈があるとと ，また選択肢を利用しようとして項目的になったり，ある

いは単線的な桃造tてなったというととも考慮される点である。

D時代像を再構成するのに使用した史笑の数は，事前K比べれば量も多〈念るが ，原因ー結果(原因)

一・ 結果という関係構造に入 !J~< い史笑は全体の構造に位置づけられない場合が多い。(例えば

9や 15 の命題で ，とれ1t;I.中学生の場合も問機の傾向がみられる〉

逆に原因一結果(島(因)一一結果とつながる史実は，小学生とし'吋相当広範囲まで関係づけて

~Q恋しうる傾向がみられる。例えば

商業C発迫:ID~町人の生活がゆたかになる1 日ー一 生活がはでKなる 7一一武士の窮乏? 一一 年貢

を重くする14一一 百姓一捜⑬ というような関係づけである。
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oしかし，因果の関係で結ぶ範囲は ，だいたい一校時毎の学習内容の範囲か .もしくは ，濁業の発達と

町人文化， 武士の窮乏と百姓ー按，の二つにわけで関係づけるものが多い。そして ，そのこつも

しくは，四つのまとま bをつ念ぐ論理は H そしてげであるといってよかろう。その桔造はだいたい

次のような図式になる。

Aがあった。それはa~ I そして

のでb.だから Aがb きた

Bがあった。それは| そして I 0があった

左VCI可じ論理 I ， 左VL同じ論理

とのような論理構造の特色からh うと六年生の時代の特色につhてのは慢は ，その時代κbける象徴

的な史実を ，上記のような出子の串ざしのよ うな形では鑓させる ，という一般にいわれている見解は ，

妥当なものと考えられる。しかし ，そり団子K相当する部分がどの範囲まで関係づけられるのか ，とい

うととは決定でき念レ、。との研究では成績上位の児童は 4時間を論理的κ関係づけたが ，大部分は 2時

間 ，もし〈は 1時間の範囲であった。 しかし ，とれば内容の性格や指導のt...:方も影響して〈るから断定

はできない。

o 周校時分の学習内容の中で一番位置づけられなかったのは，図表Eにみられるように町人文化であ

る。とれば ，町人文化という単語で出されたうえ抽象度の高h コトパであるとと，文化というコトパ

から怨起される イメージが ，絵画とか文学とかh うもので ，経済的左関係、の中に位置づけκ〈かった

というとともあろう。との学習については後で検討するが ，ー殺化の過程はあ主 b問題がないけれど

も経済生活の変化との関係は短効轍底し乏かったというととも考えられる。

0 小 bVC会hて ，商業の発途に対ナる反応も低hのであるが， ζ れは第 1 • 2校時の学習内容がじゅ

うぶん意識化され念かったのではないかと考えられるが，録音機が途中で故障したため分析は不可能

であった。

与L上のととを指導との関係で考察すると次のような留意点が必要と念る。

小学校六年生の歴史に関するレディネス結 ，との調査のみでは断定できないが，他の調査にやい

てもみられる共通の傾向として，既習の知識をあてはめて次の時代を怨像ナる傾向があるから ，前

の時代と異念った発展をしてきた ，その相違をよ〈は握させるととが必要である。

・また，あ1tJ多くの内容を盛bとんだ復雑な提示の構造仕 ，事前の知識が乏しいので避けなけれ

ばなら左い。との調査では選択肢が抽象的なものもあ t，単語として出されているもの もるるとい

う影響もあろうが ，正答とした四つ結全部 ，各校時の主題である.2 1頁K示した程度の内容構造

で，その四つを全部他の史笑と関係づけて記述したものは小aで 40.% .小bで 35.%である。た

だし関係づけ乏いで ，とういうとと，とうい 5とと ，という記述も含めるなら数は多くなる。

因果とか ，合意の関係で叙述しうる範囲は .どの程度の統度を要求ナるかによっても異なるが .1 

校時VC:J;~ける主摺としたものを関係づけるという程度では ， それを全部構造の中に位置づけるとと

は 4時間程度でも容易でないととがうかがわれる。

したがって ，1佼時陀bける指導K会いて全体と部分との関係をしっか t，のみとませるような

配属震が必要となって〈る。例えば ， その時代の内容構造を図示して掲示して:J;~ <とか ，学習の笠理

または導入のとき，全体の中に位置づけて説明するという配慮である。

因果の連鎖として線構造の中κ入ってく る史実は時代像の中K位置づけやすいから定着度も強〈
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なる。しかし線構造κ入 りに〈い史実，例えばlOJ人文化 ，左どκついては ，それを前の学習した基

本的史実K関係づける ととに多〈の努力を位らう必要がある。商業の発達とをつなぐ篠介となる

知識 ，町人の生活の向上， 生活Kゆとbをもつようになった ，というととを媒介として関係が意識

ftされたら全体構造K位置づhて〈るとと9てなる。したがって，恭本的内容K結びつけられるもの

は ，それを結びつけて指導し ，その関係をよ〈理解させるととが必要κなる。

E 一校時 に おける学習指導のラ考察

とと陀i.'V>て ，ナべての授業Uてついて考察を試みるととは必要が?をいと考える。そとで ，記述文を中

心V亡して ，その意味をは握させるために直観教材を利用した指導の例として「商業の発達 」を ，具象的

な視覚教材から出発して.それを解釈し意味づけるため陀配述文を3利用した指導の例として I r農民の

生活の変化と百姓一撲」を考察する。

また ，時代像κ位置づけに 〈かった町人文化Kつhては，その一般化した授業過程を小 aVCつhて検

討する。前の二つκついてほ ，主として授業過程κ 実験的に調査を行なった小0を中心に考察をする

ととKする。

L 記述文から学習を発展させた指導の考察 一一一商業の発達一一一一

。実施された提示の順序

a c 

1 復習 ，産業の発達は念十てを盛んFてしたか。 5分 1. 建築の発達は左Kを盛パJてしたか

2 商業の発達した節市 1分 2. 商事誌の発達の確認 新しh問題へ発展

五大阪の蔵屋敷 (スライド使用) 7分

4 大阪の町のようす (資料使用) . 7分

5. 江戸の町のようす (資料使用) 8分

4 大阪と江戸の相違 5分

I 交通の発達 ，貨幣の普及との関係 1 2分

(教科書記述文)

玉 商業の発達した都市 (資料使用)

4. 大阪の商業 ー蔵屋敷・ 問屋 ・港一

交通のようす 1 
} (スライド使用 )

6. 江戸の町のようす

(スライド)

a 商業の発途のまとめ

主 大阪や江戸の商業の発達についてのまとめ

4分・ a 商業の発達したわけ

R 町人の生活はどう変わっただろう 次時の課題 : 9. 町人の生活はどう変わったた・ろう 次時へ

(途中で，調査を笑施したので時間は測定しな

い。)

。記述の凡例

。1・2……は提示の単位と順序 0教師の発言は 11 ・12 0児童の発言は ，01・02 0男子佐

古 女子は宇 0箆数の発言は c ) vc記入 o~反容は(板昏) 0※は考祭 o 1 Iは1分

(1) 小aになける学習

1'1-13まで復習省略

2 I I 1'4 ととるで ，今日は ，産業が発達 したととκよって ，どん左ふうK世の中が変わった。変わ

っていったか ，7l!'Cか予怨をたててきま したか。どん念予怨ですか， 0君

α 8 霊童菜が発達すれば商業も発達する。
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1'5 まだほかに (板書 )Kさん-…ー… 05 ♀ 尚莱が発達ナると交通も発達する。

11'6 ほう，交通も発達する。まだあるかね ，こんなととかね。......... 06…ハイ〈口々 Uて)

11'7 それじゃ，予怨があたるか ，どうか ，君たちの予組はどうかな .まずKさんの商業が発達す

3 ，1 れば交通が発達する。とれから先に進みま しょう。それじゃあ皆さん，調べてきて〈れたと

| とをどん山山だか。 Fさん

07 ♀ 各地の大名が産業を起とすととに力をいれ，米をはじめとする農産物 ，製紙

絹織物 ，せとものなど手工業，製品などた〈さんつ〈られるよう(IL:1.;;った。

(ノート を読む〉

4 '11'8 それは，だいたい昨日の勉強と似てますね。まだほかに ，ではちぷっとや ]?v亡くいようです

から ，とうし勺うようvc同hてみましょう。商業が発途したとh うととは ，たいへんよ〈調べ

てわかっているようですが ，どとに発達したんでしょう。新潟ですか長閣ですか はtnHさ

ん………・・ー…..a ♀ はい 大阪や江戸

1'9 ほかの人は ………・・・・…・・ ・・09 いいでナ(口々陀〉

5 '11'10 tntnですか ，大阪，それから江戸だったね。(板塁手)j:~~図を蓄〈と面倒ですから大阪と江戸

をとんなに書きをしよう。 (大阪 .江戸と離 して板番) まだほかに ，はい大阪の商業の発

達のようすなど調べてきた人 ，ありますか。大阪は ，どんなだったHさん。

010 ♀ 大名は .大阪[モ蔵屋敷を置いて ，各藩でとれた米や産物を進んだ。

1'11 ほほうもう一回聞かして〈ださい。.tぐ閣いているんです。

011 ♀ (前と同じととを〈り返す)

.2 6' 11'1 2蔵屋敷ね ・ (板書〉 大名が蔵屋敷を会いた。その蔵屋敷というのは，はい T君

012 O 年貢米や特産物を集めている蔵のある屋敷

1'13 款のあるところを蔵屋敷 ，会化けの出るととるをb 化け屋敷 ，ととli(tnろいろなと とろから

7 '1 集まって 〈るものを入れて ，それからどうナる… ー………・・ 013 ♀ な金に換えます。

1'14 品、金に換えた。わかるかね ，わからない人。 …… …・… 014 大部分挙手

1'15 先生が話しまし.;.)0大名たちは農民から年貢と して米をとるとその米だけで生活ができま

8 '1 ナか0 ・・…....・H ・..…………・………・015 できません。(口々に)

1'16 それで ，:1.;;((0て換え没ければならなtno …...・H ・..… 016 j託金に換えゐ。(口々に)

1'17 ととろが ，大名が米をかっ凶で ，えー米 ・えー米はtnj?ませんか ，と売って歩くわけにゆか

をい。そとでどうした。 …...・H ・..…...・H ・..017 商人に売ってもらう。(口々に〕

1'18 商人1'C中に入ってもらうのだが，いちいち商人のととるにもってゆ〈わけKはゆかないので

大阪の町Kつ〈って ，そとκ米やほかのものを》さめて ，とれを売買して砂金κ換えたので

す。その蔵屋敷は大阪(IL百以上もあったとhわれてhます。その成屋敷についてちょっとス

バ ライ吋村しょう。

スライ ド 映写

ととでの問答， とれはなκか一一米一一 どζからるげているのか一一海以下大阪

の人口 (そのとるの外国と比較ト 消費 商業の発達と進む。

※・ 児童の課題意識の発展のさせ方が，やや表面的にすべってきたととがうかがわれる。 04・05の

応答はなぜそう患ったのか，つつ込むべきであったろうし .i調べてきて〈れた人は…」というよ
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うに予習にたよった流し方のため .全体が史笑を確認し ，そとからさらに問題が発展するという形Vて

ならをい。 また 07のよう1.1:ピント外れの答も ，もう少し示さを与えて考えを引き出してやるべき

であろう。

蔵屋敷を理解させる指導lrc:t'lnて，とのスラ イド陀よる提示の時期が遅かったので，その効果が低

〈なっている。スライドを映写し，感触枕は短から.一般化してゆ〈操作がなされるべきであった。

5なよび7での学習指導(江戸のようす会よび，因果関係について)

.) 1 T42 じゃあ，とのへんで.江戸Kゆとうか，あま D教科書陀書hてなhね ，だれか調べて

2日'1 きた人あ Pませんか，では，ち 4 っと黒板をみて〈ださい。(板番〉 ζれを読んで〈だ

さい。

21' 042 鐙一つ売れぬ日は念し江戸の春 (一斉)

1'43 というととは何か ，とれをみて，江戸のようすをなにか感じませんか ・…・.(との間

約 10秒 ・とのとろから教材提示の時間が非常に短くなる。〉

1'44 では ，先生が見当をつけま し4 う。一日のうちVC，ものが売れないような日がな陀も

22'1 なくたいへんものが売れるととるた、よという ζとです。そうすると ，江戸は誰がすんで

いた。最もなんとかのある。 ………・H ・H ・..…… 043合もっとも力のある将軍

T45- 1'48 i.Eで省略

い48 そとで最初に〈ばったフリン トを出してどらん。 江戸の 人 中ぐら

047 5 0万(一斉〉

1'49 そとで，その資料には左いから ，武士の人口を先生が足しますが ，武士の人口は 50 

万， 合わせると h くらにな 91ナか・・H ・H ・... 048 1 0 0万 (口々 VC)

n
U

4

，
 

R
JV

R

》

中

臥

巾

且，
 

F
D
 

内
J
t
-

ね， 1日日万ですよ ，今東.京は ，…........• 049 1 0 0 0万(口々。て)

1 0 0 0万ね，その 1日分の 1くらいの人口が集まった。多いというのは ，ち4 っと

右のコ与を見てどらん………ベノレリン，ウィーン，ロンドンのそのとろと比較する。

※ 。 ζのとろから・教材を提示 して考えさせる時同が非常(t(短か 〈なる。とれは，一側代他の学

佼でも共通の現象で ，i紀要5日;集でもとの点は指摘されている。

• 142の教材は ，教師の意図は明瞭であるが ，児童には ，その意図がつかめない教材であった。

もう少し考えさせる時間も必要であったが ，教材の質として児童にりすぐ理解できないととろが

あった。

- 江戸の大きさを人口で数量的κは纏させ ，他の都市と比較させたのは ，非常(rc強い印象を残し

ていたととが面接でうかがわれたaζれから消費都市と進めたのは，効果的な順序であった。

・ζ とでは掲載する余絡がないが ，交通，貨幣の普及と商業の発達との関係Kつhては ，非常に

たくみ陀誘導されたようであるが ，事後の面接vCJるおいては ，必ず しも，その闘係がは握されてh

たとはいわれ左かった。

同 記述文から学習を発展させた指導 商業の発達 小C

。ととでは上述のような問題から ，次のととをさら陀追求するために行なわれた実験授業である。

児童の課題怠識の発展のさせ方 - 教材提示の時間 ，時期

-31-



。 感性的な認識から 理性的な認識への過程。(蔵屋敷 )...' • 

コトパの意味は握(酪業の発達κついて) 。 因果関係のは握κついてロ

民宗祖つ
順序

/ 11'1 昨日は ，農業や手工業 ，鉱業 ，金や銀を掘るね，それらが発遥したととを勉強しましたが

そうすると，どん念ととが発展して〈 るか ，なぜそう考えられるか ，というととを考えて〈

るとと陀在ってましたね。では一つ聞いてみましょう。 Yさん

01 !f 工業が発遂すると，それκつれて，商業が発達すると思います。理由はものを

多〈つ〈れば，品物が増えて ，町人に売られるからです。

1'2 念るほど，商業が発達するというわけですね。 B君は

02 O 交通が発達した。

7
3

凋
A

T

R

J

V

，。

T

T

T

T

 

どうして ，そう思うの…....・H ・....02 無言

N君 ，今の考えは ，どう思う・・・・・………・・03 ~僕も交通が発達すると思う。

どうしてそう思うの，…………....・H ・..… 04 O 品物を遥ぶために ，

念るほど ，それ以外のととを考えた人は ・Tさん

c5♀その町が発達する。商業が発達すれば，町が大き〈なる。

念るほどね。今あげた中で ，商業が発達すると考えた人は手をあげてどらん。

はあ ，大部いますね ，交通は………・・とれも大部ゆですね(板番) とのほか陀念tてがあ

11'7 

w 

ったかな…-…・...・H ・-……・・……・・ 06 町が発達する(口々liC)

.2 ゃ そう，そう そういう大きい町を都市といいますね。それ以外にないかな…… ・・じゃあ.

それらを，教科書でたしかめてみましょう。教科書の 84頁を開hて読んでみて〈ださい。

織物 ・とうじ き ・ 製紙 ・ 酒づ 〈 りなどの手工業や ， 金，銀 ， 銅などの鉱業は ， いままでκ~<発

達しました。とれにつれて .交通も開け，商業もさかんκてd ました。大阪や江戸の町人の左か

には ，大名や武士に金を貸す大金持も あらわれました。 T社教科書

Tl日 読みま したか( 1 分fゐ~)どうでしょう。商業が発達したというのは ，

07 いいです(口々vc)

Tl1 交通が発達 したというのは， ・…………...・H ・..伺 いいです (口々に〉

T12 都市が発達したとh うのは ...・H ・..…一…・…..C9 V> I.nです…・・ 010 舎もがり寺オ。

患いです。

T13 どうしてちがうの ...・H ・.. 先ほどの生徒無言

T15 Kさん ，あなたは ，どう思う …...・H ・..…...・H ・.. 011♀本には書いてないがよhと思う。

T16 じゃあ，みんなに聞いてみよう。ょhと思う人……・・・挙手5 ・4名

'['17 悪いと思う人……・・・挙手 2・5名…・・…・わからなh人・・・…・・・大部分挙手

T18 じゃあ ，とれは，わからないわけだね。それでは， ζの本に都市の名は出ていませんか .

012 出ています(口kVC)

T19 はっき b し~I.nが，大阪や江戸Kは発達したら しい。というととは ， わか b ますね。あ

のね ，との本を読むと念んだかみんなわかったような気がナるのでナが ，よく考えると今
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のような疑問の点があると思うのです。もう一回ょく読んで，考えて〈ださい。なにか

疑問V亡思う点がありませんか。例えば ，商業っていうのは ，どういうととか ~んてね。

2 分経過

'rzo はいでは君は，どう。

015 O 江戸や大阪Uては，大名や武士に金を貸す大金持があらわれた。というが

どん~商入念のかわから念い.。

1'21 fまラ，どういう大商人左のかね。まだほかに

016 O 交通が開け sとるるが ，どんな道路が ，どとから ，どとへというととが

わからない。

TZZ なるほど ，まだほかvc...……挙手なし・…ー じゃあ，との問題ほと bあげてよいね。そ

うすると，商業が発達し ，交通も発達した。しかし，大阪や江戸には ，商業が発達したの

かどうかまだわから念い。武士K金を貸すような大商人というのは ，どん左衛人か，どん

な交通路が聞けたのかという問題児なるね。(仮著書)では ，最初の問題から謂ぺてゆきま

しょう。今〈ばったプリ ント ね。それを読んでね ，付は一大阪は ，滴業が発達したなーと

3 思ったら，そとを書き出して〈ださい。

とのとろ(1 600年代の終わbどろ)大阪信約 3.3万人で ，ほとんど町人である。よどHIK:か

かったなにわ橋の上陀立って ，西を左がめれば ，中の島の蔵量殺や ，日本ーの港がある北浜の米

市が見えて，数千げんの問屋が立ちならび，白かべは，夜明けの雪のようだ。三角形K:.つみ上

げた俵は，山が草b<ょうで，人馬Kつけて述べば ，大道は，ものすどい脅がとどろきわたる。 江

戸省略

123 はい ，やめてください。 〔調査 I 1分f詰jの教材提示〕…

では，もう 1 回先生が読みまし~ ;0……読む…… もう 1回考えて ，大阪は商業が発達し

たなーとj思うととろはプリン トκ0印をつけて〈ださν、前と同じでも ，そとへ041をつ

けなさい。

〔調査 E 2分間の教材提示 用紙は授業後回i同

f/. I ・結果 ，問答 次K江戸も同様。亡商業が発達したととを縫認する。ついで，フ振の方での

人口，問屋などの問答の後，蔵屋敷に入る。

1'33 ~屋敷というのは ， どういうととる ， わかる人は ， 手をあげてどらん。 …・・・ほとんどあ

がらず……わから念h人……-大部分挙手……・・わからないわけですね ，また・勉強し乏い

んだから ，では ，それについて勉強しましぶう。スラ イドで見ましょうか。

1'34 とれはな陀……...・H ・..…… 029 <ら(口々に〉

1'35 とれは………...・H ・..……・・・03日米・米(口々に)

1'36 ζの人たちはなKをしているの……………..031米を進んでいる。

1'37 との成はね ，大名の蔵なんだよ ，大名のね。そうすると ，ζの米は，誰の米なんだろう。

白 2 大名の米 (口々 κ)

1'38 ζの米は ，誰からなんでとったの ，Kさん。 …… 033 ♀ 農民から年貢Kとった。
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T39 農民から年貢Kとう

たんだね。それをどラ

して大阪までもってき

たんだろう。

034O わかt1

せん。

035♀あのね ，

売るため ，

IT40 そうナると ，との米

は大名が売るの，

036 O 家来陀亮

らせる。

霊安来の武士が .米や

r - ，米ゃーと売って歩ぐのかも 0門商人に売ってもらう。

T42 それで ，診金枯設がとるの...・ H ・..……… 038 大名(口々 trc)

T43 そうすると ，との蔵は ，念んのためにつぐられたのかな ，'[、君

C39o大名が ，米を売って金に換えるため

T44 そう ，そう，との選定はね，大名が，領土也でとれた米や産物を金K換えるためκたてた蔵

だね，そうすると ，蔵屋敷というのは，どういう般のある屋敷かま，わかったととを書い

てどらん 。 ( 調 査 彊 殺やしきVてついて .2分〕

T45 さあ ，書いたものをよんで ，もら沿うか念・ … … 2人ほど読ませ訂正する。

1'46 えーともう 1回いいましょう。大名が ，白分の領地K とれたお‘米や ，そのほかの品物を

大阪や江戸lてもってきて商人に売ってもらう。そのためKつくった蔵のある屋敷 ，です。

では，もう 1図 書 い て み て 〈 だ さ い 。(調査 N 蔵屋蔵Vてついて 5分〕

ついで，北浜付近のようすをスラ イドで映写…・・問答 ，…問屋が港の付近にあるのはなぜか

→海道の使→天下の台所としての役割→あ岳吐く K江戸と大阪のあ岳→江戸と進む

j" . 1> 1 交通のようす ・江戸の町のよ うす (.越後庭のスライド映写)…・・省略

フ 11'70 あのね ，今まで大阪や江戸の町の商業について勉強してきたけれどもね ，ひとつまとめ

てみましょう。まずとのとろの商業の発達Kついて考えをまとめて書いてどらん。 (紋養

消す) ( 調 査 V 2分〕

T71 いいでナか，じゃあひとつ読んでもら沿うかな， K君

066合大阪や江戸念どの都市が ，;1;-もに発達して .1/>ろいろな商人の中trclr;):.武

士や大名に金を貸す大商人もあらわれてきた。交通が闘け ，五つの街道や海

の交通も開けた。

1'72 はい ，では G君

067 O 江戸時代の商業では，とく陀大阪や江戸が発達した。大阪は問屋が多〈江

戸は少ない。大阪の問屋からは主に江戸の荷l占に品物が送ーられた。

|τ73 じゃあ s先生の方で ，もう 1固まとめてみょうかな ，江戸時代vcは大阪や江戸を中心に
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商業が発達した。大名の米ゃ ，特産物を売るための蔵屋敷 ，全圃各地から品物を集めて売る

問屋 ，それから小売l吉 ，その中陀は越後屋のような大き念l吉もあった。そういう商胞の主人

の中Kは大名や武士VCT金を貸す商人もいたね ，そして品物を遊ぶ交通も発達してきたね。

じゃあどんなふうKまとめられみか ，とな bの人と話しあってどらん

生徒話し合い 2分

T74 はい ，いいですか ，では ，先生の話や ，話 し合ったと とをもとにして .もう 1回望書hてみ

1，(さい。 (調査¥i 3分 〕

K 11'75 はい。とれま で商業が発達してきたようすを調べてきましたが ，それをもとにしてね ，ど

う して溜業が発達して .'商人がとんな大きい力をもつようにな ったのか考えてみまし4 う。

蔵屋敷なんか辛子かれたのは ，なぜだろう で君………… 臼8o l>'米を金に換えるため ，

T76 どう して ‘b米を金vc換え乏ければをら念いの…..

069合 T 参勤交代があるので大名が 1年中江戸VC¥/>1，(ければ念ら念い。

1'77 G君は ……...・H ・..…… σOoG 僕もそう思います。

1'78 皆さんは， ・H ・H ・.....・H ・..071 はい(口々に〉

T79 そうすると ，前に習った参勤交代が商業の発達陀影響したわけだね。 (板番)それでb金

を手[モ入れて ，また品物を買ったわけですね。しかし蔵屋敷にしろ ，問屋にしろ，なにが発

達してとなければだめだろうな…………・072 交通(口々に)

1'80 そう交通の発達が商業の発達陀役だってるね。しかし交通が発達したって各地Vて送るだけ

の品物がなければ困るでし£う。そ うすると… ……・・ 073 産業(口々に)

1'81 産業の発達が ，重要だね ，それを売る .ほらあん念κ大きなJ吉ね ，あん左大き友呉服屋な

んかが繁昌したのは ，どういう ととに関係しているだろ う， 野原陀作っても売れないね。

074人口が多¥/>，入荷が多〈集っていたから

T82 そうするとね ，江戸時代の商業 って ，どういうととと関係し合って発達してきたのかな。

075 交通だの産業だのい・あの……都市だの σ6 参効支ー代

1'83 商業が発達して大商人が出てきた。それは ，とのとろ産業 ，交通 ，都市 ，参勤交代などと

いろいろ関係 しあって発達したわけだね。じゃ 江戸時代の商業は ，どんなととと関係しあ

って発達したのか紙κまとめてみましょう。絞書消す 〔調査 四 5分〕

(3) 指導の考察

・学習設題の発展のさせ方であるが ，ととでは ，児童の問題一 教材(教科書〉一 認識 ，ょb具体

的志向題三つ}ーー 教材(資料)ー認識 ，より具体的左問題(北浜のようす ，問屋 .J後屋敷 )←一

教材 (具象的教材〉一一 認識 ー ー関連する問題 〈天下の台所一交通〉一一江戸と学習を進めたもので

児童陀とっては ，抽象的な記述から具体的なものへと問題を発展させていった指導でるる。

メンテン スカf は，砂櫨としての抽象と抽象化の過程は区別しなければをーらず .とぐに歴史の場合は

一般から特殊へと進む理解過程も一般化の成立に重要な過程でるとれ:ととを指摘している。教科書の記

述文は ，一般化された形で記述されているので児童の認識過程はそれを理解するためにより特殊へと進

むわけである。

レかし ，ζζでの問題は ，具体へと問題を発展させる過程に時間を多 〈とられるととである。例えば
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引からで22まで 11分程度の時間をとってhる。その理由は ，教科書の記述は ，スペースの闘係もあ

!J ，きわめてば〈ぜんとしか容かれて乏い。そして数師には ，その袋Uてあるものが見えている。だから

ととに疑問の販を向けさせようと思う。しかし児蛍κは，その袋VL<bぶものが見えなぐ，構造がとらえ

られ2をいから ，わかったように感じてスーと通ってしまい ，なかなか問題のは爆ができ ii¥r>ととうにそ

の原因がある。との対策としては ，次の二点が必要と思う。

教師が ，教材研究として教科書の記述文κつhて検討し.抽象的念記述には，どんな具体的な

ととが省略されているのか ，よ〈つかんで指噂κのぞむとと。

・ 教科書の記述VO"l.非常κ重要在意味がひそんでいるのだから ，そのまま読みすどしてはいけ

ない ，というとと を児童がさとるようκ，指導をつみ重ねてい ぐとと である。

例えば ，事前面接1'L:Ji，'いて，商業とは ，どういうととかという問いκ対して，

男子中 1 Q 104 rあ一手で念んかものをつぐる JT r手でものをつ〈るととU手工業というんだ

よJc rあーわか bました。ものをつ〈って売ったb仕入れて売るととだと思いまナJ

女子中 1 Q 107 iものを ，つ〈ったり売ったDする ζ と」 男子上 1 Q 121 r品物を売b

買い して利益を得るとと」 男子下 1 Q 91 rものを売ったタするとと 」 女子上 1 Q 123 r問
屋から仕入れて ，それK利益をつけて売ってもうける」 女子下 1 Q 90 rな陀かつ〈って交換ナ

る」

と谷:えている。とのよう衣ととを考えてみると戸常使用しているから，わかっているようκ感じて読

みすどして教師K聞かれ ，始めて気がつ〈という場合が多いと思われる。最初のうちは多少時間がかか

ってもあいまいな読み方をさせなhようにしてゆけば ，記述文から問題を発展させる時聞を短縮させる

ととはできょう。

また ，との課題意識の発展にあたっては .010の発 言のような教師の予怨κ反する児童ーの意見もでて

〈る。しかし ，それをとタあげて学級に投げかけ ，批判させたり，考えさせたりするとと Kよって問題

として発展する場合もあるわけである。

・教材提示の時間

一般K授業を観察して共通念傾向として感ずる点は教材提示の時聞が短かいととである。 1分という

時聞は暑かれると短かいが ，観てhても 3 また授業してい了て ・だまって考えさせているときには相当長

い時間、に感じられる。したがって ，じゅうぶん考えさせなhで反応の早い児設を対象K して夜業を進

め がちに走る。 しかし ，児蜜Kとって記述文Kよる教材の場合は ，相当の時聞を要するととを次の

調査1• JIの結果が千加寄っている。

資料の記述文のうち ，商業の発達を示ナ箇所として .a・33万人でほとんど町人 b .成屋敷

c .数千げんの問屋 b・日本一の港 e .北浜の米市 f・俵の動〈あbさま ，と分けて ，¥r>(つ唱さ

き ，またはO印をつけたかみると次のようである。

成績」ニ ( 9人 ) 日空獄中(26人) 成績

l分 計 3分 1分 針 2分 1うナ

一記入生 し 3 。 1 4. 。 6 

1か所 s 。 5 2 1 

2 - aか所 2 4 8 10 i 

4. - 5 か所 2 5 i 1 3 l 

6か所 。 。 。 i 。

下 ( 9人)

書十 3分

。
“，u
n

O

唱

A

n

リ
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最初は .*かせたのであるから ，当然少ないわけだが，無記が 20人もいるわけだから ，あの程度の

教材で位 1分間程度では提示した意味がなくなる。さらκ2分間与えてO印をつけさせてようや 〈大部

分の生徒が.2か所与はを指摘するととができるようになる。

ζのととは，子どもに読解力が念いから ， とか ， 教材がi'ii.倒すぎたからと簡単Kわりきれ~V>問題で

ある。商業κ関する知識をもってhるととと ，それを働かして分類するという思考力が必要である。し

たがって官磁文の場合 「とれを読みなさいJrどうでした刃ミ」という程度では ，子どもに思考力がつh

てと念いわけである。鉛筆をもたせ ，明確な指示を与えて .綿をヲ|かせるとか ，寄き出すとかの作業陀

よって ，弁別した t.分類する思考力を働かせるととになる。そういう訓練をつん「でいるか ，どうか陀

よって聴聞が奥~!? ， また思考力も呉まって 〈 るので奉る。そして ， そのよ うな学習を させるためには

ある程度の時聞を与えなければをら/I:V>o

・具象的な視覚教材から概念を形成するブロセスにつhて

との点κついては蔵屋敷を例にして試みたわけであるが ，との蔵屋敷につhては ，小学校4年生に教

える必要があるかどうかという問題がある。 ζ とでと bあげたのは ，次のような意図からである。

ひとつは大部分の児童がはじめて接するコ トパで情報量が大であるから実験的な試みにむくという と

と，ふたつめ陀は ，江戸時代の商業という歴史的念特殊性を知るKは ，その時代の性格を示ナ特殊性を

理解するととが必要であると思ったととである。ととでは，次のような三つの考察すべき点がある。

すなわち ，ひとつは ，029から仁志1までは感覚をとb してのは握であるが .039は感覚では ，とらえ

られ左い放の機能をとらえた発言である。 ζのプロセ スの問題 .第二κ，029では蔵だと認知している。

しかし 039は ，大名が ，年貢でと った米を売るため陀つ〈った放というように特殊な意味づけが念され

ている。つま b感覚から一般化してゆ くプロセ スが .意味的側面では， 一般から歴史的特殊性へ とさが

るととと平行していると凶う;問題 ，第三には.，問答;によって ，目標κ到達したよ う陀現象的には見えて

も，他の大部分の生徒は，どう友のか ，という問題である。

第一の問題 ，とれは ，ザンコ アが直観手段と コトパの結合方式として示した第二形式 ，直観対象を基

礎として ，児童が所有している知識を土台として ，知覚過程では認め平等ない諾現象の連関を意味づけし

定式化するよう教師はコ トパによって生徒を案内する(6)形式に設当する方法である。 ζの場合第二主主に

述べたどと <，ステ yブを細かくふむという仮説であった。その点に関して注目されるのが ，意味論k

bける抽象のハシゴでるる。コ ーズィプスキイは ，抽象島港のはしどを次のようK示 してhる。

第一段階 第二段階 第三段階 第四段階 第五段階 第六段階

l対 叫IlI:t~Ì>'.l: v-{-.I言 己 述司-1抑制一日
__1 I ~_ I I j I三1irni_J :ー_11 ! 

(7) 

最初の蔵だ ，米だ ，人が米を選んでいるという認知段階から， !佐論をい 〈っか重ねて意味づけてゆ〈

過程は ，まさし〈 ζのハシゴを，意味的Kは .一歩一歩I>'!Jてゆぐとと陀なる。との過程で， 非常κ重

要なととは ，できるだけ既留の知識を働かせて考えさぜるとh うととである。 (例えば ，T38のような

発問)

ブルーナーは，とのようなととについて ，答えられるととができ ，どとか!'(手応えのある 「媒介にな

る質問」をさがすのがコツで封。と述べてい柄。ととでは ，抽象I[)-"'lヲ臼衿ヰザ勃劫で
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あるζ と，既習の知識を働かぜて答えられゐょう変質問を考える ととのこつの重要性を指摘したい。

第二の問題 ，ζの点については，前述のメンテンスカ f がすでに指摘して凶る(gJわけであるが ，ζの

実践のプロセスでみられるような感覚から一般化してゆくプロセスが ，意味的陀は .029の馬主だから.

039では特殊な意味づけがなされているというととである。 ζのプロセスκなけるこつの柑違を混同す

ると ，具体的な教材をとbして認識する過程がすべて具体的な概念から抽象的念概念を形成する過程で

あると考えられて適切念指導が没されなhというとと Vてなる。(形式論理学Vてbける慨念形成の考え方

を，児童の概念発達の過程K機械的κ適用するのは，現実的でな<.笑際は ，花というコ トパをbぼえ

それから，キクとかサクラがわかるようになるのだとグイゴァキーも指摘している。)(I U) 0 ともかく

歴史的概念の形成は， 一般的なコトパから歴史的特殊性のは揮による意床づけをと余して没されみ場合

もるるわけである。

次VC.第三の問題であるが .との点配亡ついては，調査m.Nの結果をもとKして考察ナる。

調査の整理は次のような命題をどのよラ K記述されてhるか調べてまとめた。

a .大名が領地でとれたが米や産物を，金に換えるためKつ〈られた蔵のある屋敷

b 大阪や江戸に多〈 あった。

c . (蔵のも のは 〉商人陀売ってもらう。

d . (ただ単に):lo'米や産物を入れてた〈蔵のあるやしき

一一一
目立績上( 9人 ) J1l(. j<j在中{26人〉 成。紋下(9人 )

1固め l 2図め 1巴iめ 2囲め 1囲め 2固め

a 3 。 9 l 1 l 

c 。 。 。 。 。 。
a c s l 5 s 。 5 

a b c 3 自 1 22 。 8 

d 。 。 7 。 5 日

記 入なし 。 。 。 3 。

与l上のように s問答で，ある段階に到逮したからといって ，児護全体が，そとまで到達しているとは

限らない。 一回フィ ードパックして ，もう一回説明して ，教師の;意図したととが ，しん透する。したが

って重要な概念Kつh てiri.その時間内で ，一回フィ ー ドパ y クナるととが必要である。書かせて発表

させるか， 言わせるとかして，それを訂正してやる操作が必要である。

次に重要念 ζとは，前述の記録になける T44・1'46の指導である。 T44の発言は，あいまいないい方

で，とのときになける教師の言語表現が， あし令1まいである と児童の知識もあ凶まいUてなってくる。生徒

K言わーせて，はっと気がつ〈ととがよ〈あるが，銑念形成は，一面からいえば定義づけるととであるか

ら，適確なコトパの表現が重要κなって〈る。 146は ，それに気づいて指導したものである。

e商業の発達について ，児童は，どのよう左先日殺をもったか。

前記の調査V・¥Iの結果を，次のような項目 にわけで整患をしてみた。

a .大阪や江戸を中心κ，各地から品物が集まる。 b 明星ができた。 c.多くの小売

j吉ができた。 d.大名の年貢を売るため陀設けられた戚屋敷があ った。 e 多〈の人を

使って利益をあげたり，大名Vζ金を貸す大潟人もできた。 f 品物が動き， 売 り買いが盛ん

K念った。
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成紡 」ニ( 9人〉 成 績中(26人) 成績下(9人〉

1固め ←!  一2回め一 1回め 2閉め

• a..._ eまで 5つ 。 4 。 。
. ，司上のうち 4つ 。 8 。 。

-向上のうち 3つ 。 。 3 4 。 。
. ，司よの弓ろ 2つ 主 。 υ F 7 。 3 

| l司上のうち lつ 3 。 13 1 s 4 

• f 1.ごけ 。 。 s 3 2 句" 

。 。 。 4 。

-以上の弓ちで aの
( 1 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 4 

l 欠けている恥の

し一一

一回めの調査時闘が 2分というのは短かいようであるが，一直jたにも書ぐととがな¥1')，というような

顔つきの生徒が多かったので ，そとできったのである。との結果をとかして感ずるととは ，次の点でる

る。

-その時間に学習した内容が全苦悶R絡がついてhるわけでな <，あるものは印象が強<，あるものは

うす(I足元警の度合も異なるつその傾向は成績上位の生徒にもみられるが ，下位の金提ほど著しい。

したがって，学管した内容を整王哀し脈絡づける指導を意図的K行なった場合と ，そうでない場合

とでは ，学習結果κ相当大きな差が開〈とと lZ:なる。

その重要性は，との指導を欠hた一間自の調査と;意図的。て指噂した二回目の調査結果を比較してみる

なら，いかに大きhものであるかはわかってもらえるものと思う。しかし ，二回目は再生的に言われた

ととを醤:¥1')た zと凶う傾向もあるだろうし ，さらに直接結果を検討してみるととにする。

女子下 1Q 9日

事 前 事 後

T 商業ってどん左ととをするの。

o ~''Lかつ〈って交換する。

T 商業はなにかつ〈るものもいうの。

で 今日勉強したととで ，どん左ととがわかった。

C 江戸時代は ，大阪や江戸陀商業が発達した。

で 商業が発達したと とは，どん~ととでわかった。

。ちがいます。 10 …一

T そうすると商業とhうのはどんなととをする iで スライト・衣んかで見た感じ比，

の。 0 とてもにぎやかだった。

T 米をつんだ蔵があったね。あれなんといった。G つくったもの …..s寄って売ったりする。

T 江戸時代陀は ，そういう売b賀いをしたと思 10 威屋敷。

うか。 T .}I絞屋敷ってどういうととろ

C したと思う。 !o
T 江戸時代のそういう売り買いについて知って|

いるととはないか。 IT

o ;b;o， .!?ませ仇 | 

b米を進んでj銃の中に入れてbきそ;hを商人に

売ってもらう。

設が売ってもらうの大名 ，それから ，まだなK

かなかった。

}
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う
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ろ
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i C 大きい商庖。

・T どん左顔居。

0 大きい呉服屋。

Tなんてh ラ底。
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。江戸。 C 越後屋。

T 江戸は今の新潟市と，どっちが人聞が多〈住

んでいたと思う。

。新潟市。

事前 男子 上 1Q 121 事後

T 商業とは，どういうとと。 11' 今日は ，どう hうととを勉強した。

C 品物を売b買いして利益をうると と。 10 江戸時代の商業。

T 江戸時代は ，そう hう売タ買いをしたと思う 11' 商業が発達したと思った。 o ほい。

か。 11' どんなととでわかった。

。あのー中どろから後半Kかけて盛んになった 10 大阪では大名の蔵屋敬や問屋 ，臼本ーの港，

と思う。 1 江戸では越後屋というよう左大きい呉服居。

T そのとろの酒業のよ うすについて知っている 11' 成崖敬ってどんなととをするの。

か 。 10 大名が自分の領土也Kとれた米や品物を大阪や

C 考えつか念い。

で 大阪という町あったと思う。 C はい。

江戸の蔵K入れて商人に頼んで売ってもらい

その金をとゐ

T どん念とと。 11' どうh うわけで発達したの。

C 大阪は昔 ，日本の台所とhわれた。 10 交通が発達してきた し，産業が発達して多 〈

T どうしてそういわれるの。 1 の品物が出まわ9，町人なんかも多 〈集まっ

C 地方の米がみんな大阪に集まってそとに大名| ていた。

の墨敷があ乏b

T そのほかにな陀か知ってhる。

C 港が相当栄えた。

T 江戸κついては。

。江戸，…・・・火事とけんかは江戸の花。

必L上の例でもわかるように学習前のレディネスが生徒によって相当異なるわけである。下位の生徒は

江戸時代には大阪とh う町があった ，というととも知ら乏いし， 一方は大阪で相当繭業が発達していた

というととを知っている。そして学留後は ，大阪や江戸に商業が発達した ，というととがわかるが，そ

れを支えてhるものは ，スラ イト.~てよって形成されたイメークであり ， まだ知識化されていない。

一方は知識がある程度体系だてられている。 ζのようなととを考えると到達目標は ，一定のと とろK

国定されるべきでを〈児童の能力に応じて重層的Uてとらえらるべきである。したがって整理の段階では

前記の整理事項a，江戸や均百fi:Vc，各地から品物が集ま b商業が発達した ，という最低限の目標をなさ

えて ，下位の生徒は，とのあた t，上位の生徒は ，ととまで ，というととを留意して整理するととが必

要である。

.因果弱係，関連9てついての考察

ζの学智では，因呆関係，関連のは握を一番後にもってきてい~o との商業の発達は， /j~心多〈の事

象ときわめて複雑な関係をもっている。したがって，それを深〈考察させるととは無理であろう。しか

し，交通 ，都市の発達歩よび前(IC習った産業の発達と金〈き bは念されて，別のものと意識されたので

はなか ，いけなhわけである。ととろが，小a，bでは，面接のさv.(IC， そのよう左傾向が多分Uてみら
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れb

そとで ，とのよう友復雑念関係は ，一次認識→関係は握→総合という形をとらないで， 一次認識を中

心κ(もちろん，その中陀交通，鶴市の学習が入るが，なぜ発達 したか，とh う意識で学習を進めない

で)学習して，最後κ帰納的VC.どん左史実が関係、し合ってhるか明篠κしようとした。

あの筒各;の後の調査結果は ，関連する史実を次のように配号化して整理した。

a .建築が発遥した。 b .交通が発達した。 c .大阪や江戸に多くの人間が集中した。

d 話番勤交代などで費用がいるので大名が米や産物を大阪陀送って売った。

成績よ 9人 成績中 2 6人 成。繍下由人

a b c d 4つ 日 2 。
よ 紀のJうち ，s-日 8 1 9 7 

よ 胞のうち， 1つ 1 5 2 

r;図別にみると

a 5 1 S 4 

b 5 14 8 

c 7 18 7 

d 8 、 1 7 1 

上記のどと<. 2つ以上，関連する史実をあげたのが 84%で，要因別kてみると，上中位と下位とで

は，参勤交代との関係、のは握は ，¥nちじるし〈異なった様相を示している。次陀前接記録で検討してみ

る。

事 前

女子下 1 Q 90 

商業が発遥したと思う ，という程度であとはわ

からない。

女子中 1 Q 107 

T 商業が発達するというの位どういう場合だろ

う

0 一番ょ〈米がとれたタナるとき

T との町が商業が発達した左ーというときは

0 人口が多くて…...・H ・...

T それから

C 交通が発遥している。

女子上 1 Q 123 

T 商業地:発迷すると hうときは ，どういうとと

と関係するだろう。

G 人口が多いととるで ，そのものの必要な河と

か鉄道とか ，港とか ，そういうものがあるとき

男子中 1 Q 107 

T 江戸時代 J ~富栄治:発達したといったけれども

事

女子下 1 Q 90 

後

T そう大阪に商業が発達したね .~ぜだろう。

0 交通

T ほう ，どん念

。 曲i"!ゎb………

T 西の方をまわる航路が発達したね。それから

あんなκ大きな呉服庖があったのは

。 ……・…..

T そういうととろにならべる品物があるという

ととは

0 農業の発達

女子中 1 Q 107 

0 それは産業が発達して， 作物が 仁〈とれ， そ

れと交通が発述してきたからです

女子上 1 Q 1 23 

I ~ 産業が発遠山ミらです。

T それから

C 交通が発逃してきて，人口が多〈集まったか
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なぜ発達したの

G わかりません。

らです。

男子中 1 Q 107 

0 それは，交通や都市が大量〈在ったからです

T どん左交通

G いろhろな流路 ，五つの・H ・H ・..街道

で それから ，j議屋敷なんかできたのは

C わか!?-;ません

与L上をみると.記述したものにおミぬて，参勤交代という制度と商業の発達とに関係あ bとした生徒は

相当多いが!IU接でl';t.その関係はなか乏か理解されてい衣いよ今である。

児議は，現在のヰ士会につbては，ある事象』て関する因呆関係のはt震はできてhても，それが撞史事実

の因果関係となると ，特殊性をもっているからは短しにぐいものと思う。したがって .一次認識からす

ぐに，それは念ぜか，というせま b方は，現代のととをあてはめて簡単K考える危険がおるc 複雑念史

実が関連し合う学習内容は，とぐにそうであるが ，I，r.かKあったか という学習に重点をお、き ，最後に

それは，どういうととが闘係し合っているかとh うととを帰納的陀明らかにしてゆぐのも一つの効果的

在方法であろう。そして抽象的な形で，交通とか都市の発達とあげるけれども ，当時の状態に却して具

体的陀関係をは握するというととは左かをか容易で左hわけである。

2 町人文化における寸量化の指導とその考察 小 a

との内容Uてついては，児童の時代像vc，もっとも位置づ付られ?をかった点であるが ，どのように一般

化されたのか，その点を考察するととにする。小aの授業の経過け ，だいたい次のとなりである。

1 商人が力をもつようになって .どんをくらしをするようにをったか 日分

2. 町人文化が発還したととの確認 教科書 8分

5 浮世絵 写真 5分

4. 歌舞伎 絵図 6分

5. 小 説 資料 5王子

6. 俳句 資料 5分

ス 町人文化の整理 2分

8. 町人文化の発達の意義 B分

教材提示 ア の段階から

7 I T56 ……略・・…そうすると ，小説や， 俳句や浮世絵や ，歌舞伎しばいのようなもの ，そうい

35 'I うものは ，町人の〈らしの中V-C，c!::"ん左だったeいうと止がいわれますか 0君

050 O ひろまってきた。

T57 ひろまってきた。ほかの人は， ……………… 051 ¥.A lnです(口々v-c)

T58 そうすると， ζ ういうのは，どうですか。小説は多〈の人κ よるとばれて~E1れるよう

に左った。 ...一… ・・ー....052 いいです(口 v々-c)

T59 俳句は，町人陀好まれて ，多〈の人が俳句を詠むようになったo

36 I I 053 いいです(口々に)

T60 浮世絵は，多〈の人がよるとんで 見て，見て・・・…・…・ 054 くれた(口々に)

T61 それから ，歌舞伎は ，多〈の人がよろとんで見7むといわれるね。とういう生活を町人
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のなんていうの ・・一……….055 町人の文化(口nκ)

1'62 とう いったものを町人文化と凶う念ら ，とういうものがだんだんひろまってきたのは ，ど

ったの0 ・・……..........0品金(口々に )

42'11'67 それから …...・ H ・..064 品物〈口々に)

1'68 とういうものをよけいもっととができるように在った。そとで ，そういう力をもつように

なると ，そとで gそζ で………・・… 065ttのしみをもとめるように念った(口々1'() 

1'69 砂金がなければ，毎日働かねばぐ ってゆけないo :;f;>金をもったから今日はまあ ζれくらh

にして遊ぼうというととV1':jをるね。つまりゆとりがでて〈る。そう してとうしq う町人文化を

生み出した，町人文化がひろまったわけは ，sさん

066平商業ーが発達 して町人が生活にゆと bをもつようκなった。

1'70 それで ，いいですか・ー……….. 067はい。(口有陀)

44 I 11'71 今ま で ，いろいろ宏 文化を習いましたね。平安の文化 ，鎌倉の文化と，それらと比べてね

そのひろま b方で，一番ちが う点lr.i:どとでし 4 う。 "........・日間・

鋲倉のとろは誰が中心……・・…… 068 武士(口々 陀)

1'72 平安むとろは誰が中心…'"・H ・-……・ 069 費族(口々に )

1'73 との文化は…...・H ・...………..，・ H ・.... 074 町人(口々に)

1'74 そうすると ，貴族や武士の文化から，町人の文化となったわけだね。だんだん文化はどういう

ザ| いうよう Kひろをってきたの (J75 O画民の同にひろまってきた

175 国民を中心κする文化κ~ った。なるほど ，身分の高い人からだんだんどうなった

075 ~分の1ftt'">人陀ひろまってきた。

1'76 身分の低¥n1llT人を中心にする文化に司まってきたわけだね。

※ ζの授業全体が ，子どもが興味をもち，スムースに進められ ，提示の構造も妥当でるり，一般化

の過程も無理の念い指導をしている。 T64から1'69までは効果的である。 とくκ1'69は効果の高い

指導である。ただし， 1'62は ，もてpと明篠な主え定がほしかったし ，1'76で身分の低い町人を中心VL
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する文化κなってきたのはなぜだろうか。もう一回考えさせたら，念事、双凍があがり， 史笑と意味の

は鑓がうま ぐいったのではないかと思う。 との結果を面接記録でみると .(今日 ，学習したととは ，

から浮世絵，歌舞伎，俳句などの問答は省略)

・男子上 1Q 114・T rそういうととをなんというのJ0 問丁人文化JT rどうして ，江戸時代の中ど

ろから，ひろまったのJ0 r!鎖国や平和な世の中がずーと続いて，それから町人の人たちの生活がゆ

えかκなったからです。 」 ・男子 中 1Q 100 T rそういうのを念んでいうのJ0 n町人文化J

T r江戸時代の中どろから，町人文化が発達したのは.どういうわけJ0 r商人が》金をもったからJ

T rどうして£金をもっと文化が発達するのJ0 rゆと bをもつから JT rゆと bつてなにJ0 rひ
ま」 ・男子 下 1Q 89 rそう hうのを ，なんていうの J0 r……・・武士の文化JT r武士の文

化というのJ0 向T人 JT rうん，それで念陀文化と いうの J0 r...・..… JT n町人文化というね ，

とういう文化が発送したのはなぜだろう J0 r...・H ・..ゆと.TJ T rどうしてゆと bができたのJ

o r交通のゆきき JT rそれから J0 i……金と ものとの，と bひきがさかんκなって……金もうけ

する人がでてきた」

・女子 下 1Q 92 l' r::そういうのをなんてhうのJO町人対ヒJT町人の対切らそのとる搭遣してきた創立どういう抄ガ

o i・H ・H ・..J T iなにかの発達と関係が念凶J0 i商業JT r商業が発途すると .どんな人が力をも

ってきた J0 i商人Jl' rそれで_)0 f...・H ・..J 

・女子 中 IQ101T rそういうのをなんでいうの J0 向丁人文化JT r町人文化が発達したのは ，

どういうわけJc r商業や交通が発達して町人がb金をもって力が強〈なったから JT iどう して会

金をもっと文化が発達するのJ0 rゆと Dをもつから JT iゆと bつてなに J0 rひま 」

・女子 上 IQ125 Tiそうh うのをなんていうの Ju r町人文化 J.1' rどうして町人文化が発iきし

たのJ0 i産業が発達して，交通も商業も発達して町人にゆとりができた JT rゆとりつてなに」

o r金があって，遊ぶひまができた」

ζの面接記録をみると ，成績下位の盆誕をのぞいては，コト パと具体的内容の意味作用も成立してい

るし ，その因果関係も町人の生活向上との関係がよ〈とらえられて::1:.'T .指導と して成功していると思

う。しかし ，時代像の中陀 ，念かなか位置づけκ〈かったのはなぜだろうか。

文化と凶うコ トパはすでに，武士の文化とか，食疾の文化とか ，学習陀使用されている。しかし文化

Kついて真の概念形成がなされているわけで念レ、文化というコトパは，それぞれの時代κbける絵箇

とか，文学 ， 建物などを指し示ナコトパとして使用されている。グイゴy キーはとの ような状態~:t;.い

て使用される概念を真の慨念と区別して潜勢的慨念とよび，その特色を 「潜勢的概念は習慣の働き以外

なκものでも念いかもしれ攻v>。…・・…・もっと正確にいうなら，そういうふう陀思いとむととにある。

理性とh うのは ，私が暑いとき私が水をのまないととです，と子どもがいう，とのような種類の具体的

機能的意味が ，潜勢的概念の唯一の心理学的基礎を構成する J(11)と述べている。文化とは ，絵画 a彫

刻 ，文学，演劇jのようなととを指すとと，と習慣fヒしている児童が ，商業，武士の生活，百姓ー授とい

う経済，社会的なつながbの中κ，田T人文化の背魚となる町人の経済力の向上というととろまで考えて

位置づけるととが容易で念かったとhわれよう。したがってもし，選択肢を ，町人の生活の変化とか ，

町人の生活 というよう陀したら，その反応はか念 b変わったのではなhかと思われる。

ととで ，問題がそれるけれどもそれなら， J誌の概念形成治:行なわれないものなら ，そのコトパを与え
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ては，あるいは使用してはいけないのかというととが問題と念る。その点は社会科学習に会ける一つの

問題点である。との点についても ，グイゴyキーは .概念は ，単に経験のあれとれの要素の論理的加工

の結果として生ずるもので念 ぐ，……あとでのみ子どもに自覚され，論理化されるので ，….....")晶渡的

年令VCJo'ける慨念の適用に特徴的な要因として，少年が慨念を直観的状況の中陀利用するい1)という ζ

とを述べている。そのよう念点は ，われわれの日常経験陀もみられるととろで ，子どもがな金というと

しかし，そのヨトパを使わ左とばを使っているからといって ，貨幣の概念を形成しているわけで念い。

かったら ， きわめて不便で ， 非能率である。社会科でも ， 実は ，意味はわから~いけれども ，やさしい

ととばVC宇治きかえた !J. (例えば ，資本をもとで)面倒左用語をそのままふだんの学習で使用している

したがって ，コトパとして》ほえて俊明しているだけの場合もあるわけで

それを使っているからといって必ずしも正しい概念形成が行なわれているわけでないというととをわき

まえて会くとと治L_o、要である。

(例えば文化)場合が多v>。

一百姓一按一直観教材から学習を発展させた指導の考察3. 

ととでは，具象的友直観教材(絵図)から出発して，それを解釈し意味づけるため陀教科書の記述文

や資料を利用して指導をすすめ ，その過程Ki.'ける認識の状態を調査したものである。授業の過程は ，

小a$-よび小bになける観察，面接結呆をもとにして多少改善が7まされている。授業の経過は次のと辛子

りである。

視覚象徴(グラフ)百姓ー撲の併教6. 

小 C陀bける教材提示のJ順序

復習，会よび学習課題十てついて

百姓一僕陀つhて

)
 

1
 

(
 

V 調査

変化のは健

百姓一撲の意味

首姓ー検の感怨

z 

具象的教材(直観教材)

知覚から認知へ

百姓ー撲の》きた理由(教科書の言E述文)

E 調査

Z 

w 調査五

〈調査Iは，学醤のはじまる前十て，百姓ー撲とはE 調査因来関係

どういうととか書かせた。授業の経過時聞は，年貢が重いというととについて4目

調査を入れたので測定しなかった。 )資料不作 ，ききんの意味5 

N 調査因果関係

提示の
順序回

'['1 -1'8 まで復習，省略

そのようκ尚l人 ，武士の生活は変わってきたのだが ，農民はいったいどうなったと思う。

011♀農民の生活は苦し〈なった。

なぜ，そう思うの。……・・…… 012♀武士i'C年貢を重〈とられるかGo

1'9 / 

で1日

煮は ，どう思 5o'…・・ ・.....一… 013O 僕も農民の生活は苦し〈走ったと思う。1'11 

やは Pね，武士K年貢を重〈とられるから。

そのよう陀思う人 ，手をあげてみなさい。 ………ほとんど挙手………ほとんどがそうです

ね。(板番

どうしてそう思うのる・・…・・…・・・・ 014. O で12

1'13 

年買が重い〕封舌K困った，浬由

(次頁の絵ぞとで ，藻民は生活に闘ってどん左ζとをしたかな。 との絵を見て〈ださい。1'14 2 

Zとにをしているの。図を太陽紙に書いて提示)，とれは

日5武士と農民が戦っている。

との青いの比………・・ 016竹，竹，竹。，
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1'22 それじゃね，との絵で ，わかったととを書hてみて〈ださい。

11'16 竹の先をほら，とういう

ようにして，

017 竹槍， 竹槍(口

口K)

I 1'17 ζれは

018 かま，かま

1'18 とれは ，

019 <わ.<わ

ご

い

と

て

一
ほ
っ
民

珂

も

農

(

を

1

わ

W
A

か

誰

〈

〔

勢

L

ゃ

…

は

判

槍

は

た

と

竹

人

1

9

0

る

中
t

巾
k

中
t

022大勢で ，団体で

〔調査1I 2分〕

1'23 書きましたか，とのようにね，農民と武士が争っているよう左ととを念んていうの，

C23♀わかbませんσ

024 Oー按

1'24 ー按 ，ー換という ζと習凶ましたか。…….........… 025 ハーイ(口々 vc)

1'25 ー撲というのはどういうとと

026♀忘れま した。 ……… 0270 年貢が重いのでー撲を》ζ して武士と争う。

1'26 なるほど，とうh うのを百姓が訟としたから百姓ー換というわけだね。ではどうしてとんな

3 I さわき'を4ーとしたの。・・・…-・・・……・ 028念年貢が重hので .

1'27 そう年貢が重いのでね，・では ，教科書を読んでね ，農民の生活が ，どんなだったから， ζん

なととがb きたのかね ，そのととるへ鉛釜で線を引いてください。

lそして ，農民たちの乏かκは，不作やききんが草子とったとき①1や，草子もいねん〈・陀たえられ左ぐ念

|った@ときなどκは，l/'Iっきを訟とナものも多〈なってきをした。③ 教科書記述文

提示してからの問答，省略

1'31 そうナると，君たちのたてた予怨と合わせると ・とういラ ζとになるね。ねんぐを多〈とら

れた。ききんがあった。 生活が困った ，いつきがかきた.(板書する〉だから，百姓ー授は ，

武士が年貢を重〈したり ，不作やききんなどで .訟百姓さんが ，生活陀闘って，武士にもう少

し年貢を負けてください，と大勢で会願いにゆ<，年貢を負ければよいが，負け;をいので ，そ

とでζのよう左争lnl'<ζなるね，では ，ζの絵をもう 1囲見て ください .(i依警の上。てはる)

との絵は，どういうととを示しているか書いてください。(教科書をとじさせる )

〔調査皿 5分〕

'1-I 1'32 書きましたか，武士が年貢を多ぐとる ，というのがあbましたが，年貰っていうのどういう

ζ と....・H ・..・…-・…・・ 031O その年のとれたものから .武士になさめるもの
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032♀ とれたなかから ，武士κ診さめる・…・・税金のようをもの

1'33 そうですね。毎年 ，とれたなかから武士にさ し出ナ米 や ，その他の産物をいうのですが ，

どうして多〈とられるよう陀なったのだろう。

C33~ 武士がb金がな 〈 なったので ，… 034 ♀武士がか金を使いすぎて， 訟金に

困ったので ，…… 035♀武士がぜいた〈をして ，:1>'金が足bな〈走ってきた

ので .

1'34 だいたい ，どれ〈らh取ったと思う。 ...・H ・.. 035♀半分…… 036♀ 7 5% 

037♀ 7制… ..038念 品創…・・・ 039念半介以下

1'35 ほう， 君は .どうしてそ うf号、 うの………040念全体を 1として自分たちがつくったんだか

ら半分ょ b多 〈自分がとる。

で36 君の考え俗 ，たいへん正しい考えだが ，昔は ，そのようK耕やした人が尊重されなかった

のでナ。だいたい半分はとられたのですね ，そういうのをなんてh うかな……生徒無言

1'37 そういうのを 5公 5民というね ，公は_:j;.，.j:，.，.やけ ，で 民は人民の民(板宮・ )5割を武士の

役所がとって 5割をb百姓さんがとるのです。もし 6割とったらなんでいう…

日 1 6公 4民 (口""vc ) 
1'38 7割とったら……...・H ・..… 042 7公5民(口々に〕

1'39 そうでナね ，とのとろ ，場所Kよってちがうのですが ，ひどいときには 7公5民とh って

7事IJ;をとった大名もあるそうです。 7剖とられたら ，どういうととになる，あをた方の辛子父

さんは ，つとめてhる人もあるでしょう …………… 043 ハイ(口々に )

で40 もしね ，:1>>父さんが ，給料をもらってくるとき .半分税金vcとられたらどういうととレてを

るで し4 う……・・……・・ 生徒 がやがや話し出す。

1'41 そん左ととtてなったらたいへんまととtてなるね ，収穫したb米の7創もとられたらどうい

うととになるでし 4 う。手もとK残るb米は……・…・ 044 非常K少攻〈なる。

1'43 非常K少ないね ，そうなれば ，その当時の小さな告百姓さんは，暮らしてゆける。

臼 5 暮らしてゆけ左い。

s 11'44 大き0;t，>百姓さんでも苦しいでしょうが ，小さなb百姓さんは ，生きてゆ 〈のが せいい

っばいでし£うね。そういう状態のときに不作になったらどうでしJ.?o不作とい うのはb

米のとれるのが少な〈なるととでナが ，どんなときにそうなる。

以下 ，原因として ，台風 ，害虫 ，ひで.t，冷筈 などと出て， ひどい不作のときは ，どうなっ

たか資科プリン トを与えて読ませる。 ・・・ひどいなーと患ったととるに線をひかせる。

'N8 はい ，では答えてもらいましょう。 o君

046~ そのとろ仙台の方では約 1 4万から 15万のが死者を出した。 とい うととと

食べものは ，なに一つな〈念ったので牛や馬の肉はもちろん ，犬， ねとまで食

いつ〈したが ，それでもうえ死してh ったとと。
047♀ 2 0軒から 30軒もあった村荷がみな死にたえたとと。

以下当時のようすの問答を続けて(省略)から

1'53 5ん ，ききんということを説明するに一番たいせつなととは念んだろう。たべものがひど

い不作でとれな〈なる ζ と，とれは必要だろうか。 …-……・ 052必要です。
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1'54 必要だね ，しかし今だって作物がとれなくをる ζ とがあるでしょう。そういうとき ，ききん

といいますか…...・H ・...…… 053 V>V>え。(口々 κ)

1'55 いわ念いでし£う。そうすると，どういうととがなきるとききんというのか念。

054♀大部分の人が ，飢え死をするような状態

1'56 そう ，そう ，ひどい不作で ，たぺ物が念〈な!?，飢えて苦しむような状態陀念るとと をい う

のですね。そうすると，年貢が重いというととや ，不作 ，ききんがどん左にな百姓さんの生活

を苦し〈したかわかるでしょう。そんなときκね a もし君たちが草子百姓さんだったらどうする

055 ~みんなで相談してー授をb とす~・... . 056♀大名のととるへ行って文句をい

う....…...・ H ・.057♀私もやっぱhみゐフ士で相談してー換をなとす。

τち7 さっき ，大名のととろへ行って，文句をいうといいましたね ，どんなととをいうの

058♀年貫をもっと少左〈してぐれという。

1'58 念るほど ，もし ，さげて 〈れなかったら ，どうずる。そのままさがって飢え死する。

059♀皆で協力して，米をと b返す。

τ59 そんなふう K考えるとなんだかー撲の意味がわかってきますね。ではね，もう 1回との絵を

見て〈ださい。との絵は，どういうととを示しているのでしょうか ，もう 1問書いて〈ださい。

〔調査 N 手分〕 終わってから，それを補説しまとめる。

6 11'60 とう川百姓ー授はどうだ ，たくさんなきたと思九

| 仰合え〈…ω
1'61 どうしてそう思うの…・・・・・…・ 061 だんだん苦し〈在って ，がまんできなぐなったから

11'62 そうね ，では ，とのグラ 7を見てどらん。〔 一被の発生件数を棒グラフ U亡して示ナ 下図 〕

11'63 だんだんときがたつにつれて，どうなっ

閉
山

'

m

問

一
大
寸
予
防

一
一
位
平
定
信

一

き

き

ん

訪

問

問

影

監

…

…F

聞
協
隊
問
地

…
制
川
市
出
市
開
閉
物
問
問

…
同
開
幽

問
問
問
問

…

関
関
働
問
盟 勧A

1613:'13!;:'I 73 93 13 33 53 73 93 13 3373 
1633巧373 93171333 !)~ 73 93181333 5373 

否佐 一 撲件数

(中学教科書よ b図表化)

mUH悼
伺
ヰ
ハ
年
比
T

ている。

062 多 〈なっている(口々陀)

1'64 と〈陀どん左ときに多〈なっている。

063 ききん ききん(口々に〕

1'65 …-・・‘とのように回数もだんだん噌えた

というとと佐 ，世の中が ，どういうようVて

なってきたととを意味するでし£う。あ在

たの考えを書いてください。

〔調査 V 2分〕

T“ はい ，やめ ，君はどう書hた。

065 O 混乱してきた。また戦lハの時

代Uてもどった。

066♀世の中がさわがし〈な b幕府

の力が弱くなった。

7
'
 ，。

下
ι

067合農村でIr;):-'向日;を世の中ではな〈なった。

しかし戦かいのある世の中とはいわれないようですね ，どういうととばを使えばいいか念。

臼 8~不安な世の中κなった。………… 069 ♀みだれてきた。
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T68 そう ，そう ，世の中が乱れてきた，不安な世の中十てなってきたわけですね。誰がいったい不

安な世の中にしたんだるう。 …...・H ・H ・H ・.. 070大名，大名(口""~て )

T69 大名のなKが悪かったの………………・ σ1 政治 ，政治(口々κ)

T70 なるほど ，どん念政治の仕方が悪かったの……… σ2武士がぜhた〈をしてb金に囲って

それで年貢をあげたりした。

T71 武士が自分たちだけのととを考えて ，政治をしたというととですね。ではね一番最後に百姓

一倹Kつhて，あなたの感怨を書hて〈ださい。(調査 ~ 3分〕

同 学習8程従事?ける調査の結果

関査 I 学習前K会ける，百姓ー撲に関する知識 2分

re 主E 内容 成績上白人 成績申 2 6人

| ・武士が ，:5貨を多くとるので ，武士と'

戦かう，せめる 6 4 。
-百姓が大鈴で，大名におしかける ，せ

める，戦かう 1 2 。
..a.がさわぐとと 。 8 1 

- 農民~>~争m:穂を とったので，さわいだ 。 1 。
およびその他

.oe入信し 2 11 8 

」 ιι一一一一一 一
調査 E 絵図を見て認知したとと 2分

!o 定E 内 容 よ 9人 中 26人 下 9人

-農民が正吾貨をまけろ fまたは，米を返せ〉といって

斌土と戦っている。 2 。 。
. Sl民が ， くわ ， かま，竹やりなど~めって ， 武士

と戦っている。 7 2 :S 7 

.・幾民が，文句を曾いにいった。農民が戦かうけも、省

をしている信ど 。 B l 

。 。 1 

も

調査 直 教科書の記述文を読んでからの ，絵図に対する認知

IG 主E 内 理~ よ 9人 中 2 6人 下 9人

-年貨が泣いのに，不作やききん令どがあり I (不作

がめり)農民がき巨活に困ったので，武士にたのみに 8 1 7 。
いったが，きいてくれないので戦った。

-年貨が箆いので ，下げてくれとたのんだが ，きさい

れてくれぽいので。 1 8 7 

-級民が佐治に闘ったので ，おしかけて戦った。 。 1 。
I .武士に文句をいいC いった。 。 。 1 

。 u 1 
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調査 N 年貢が重v>.ききんについて ，コ トパの意味をは悔した後の絵図K対する認知

H己 立E 内 ?i!コ-ー 上 自人 中 26人 下 9人

.11:買がたくさんとられたり，不作やききんが続くと宵量生

が笠活に園り燥民たちが ，団体で武士に缶貨を経くする 9 :1 :1 7 

ょう野求して争った。

-11:貰をあ*り多 くとられるので ，幾民が武士のととろに 。 2 

おしかけていった。

-不f乍ゃ ，ききんでs姓が生活に困ったのでおしかけた。 。 1 1 

. s勉が ，くわやかまを恥って ，ひ とかたまりに伝ってお

しかけた。 。 l 。

調査 V 百姓ー授が ，だんだん多〈なってきたのは ，世の中がどう左っ てきたととを意味するか。

自己 述 内
開内E

宅Z よ 9人 中 26人 ! 下目人

• aおよび b

_ a .憶の中;/Jfi5Lれてきた。不安になった。混乱し てきた

• b .幕府串 ，大名の刀がよわった。

_ c .だんだん ，ききんが多くなった。 または， 11:貫が多

くなった。

2 nv

角

。

内

υ

10 n

o

A

U

噌

A

4 

2 1 

-d .だんだん百姓の伝活がきしくなった。

• e .百姓一室突が多 くなった。

• f .磁い世の中になった。戦かいの世の中。ニ伝 った。

Au

nu

ハ
U

2 2 

。
1 。

-把入な レ 。 。 。

調査 w 百姓ー撲κ対する感怨

一 E包 述 内 容 よ 9人 中 2 6人 下 9人

• aおよび b (内容は下 記 ) 1 。 。
-a .11:質管めげたりした ，武士の政治の仕方が高互いから 8 1 7 8 

当然だ。

• b • Jミ土を倒して農民の天下にすべきだ ，新 しい政治に 2 ‘ 。 。
した方がよい。

• c .百娃はえらい ，級されるのによくやった 。 1 。
• d .暴力によらないで ，ふっと話し合いによるべきだ。 。 2 。
• e .位の中;/Jf不安にとtり ，みだれてきた。 () 4 1 

• t .大名の刀がよわった。 そ の他 。 1 。
. ~己入な し 。 1 2 

一 一一一

(3) 学習指導の考察

調査Iにあらわれた ，学習前の知識をみると ，約 23%程度は ，年貢が重 〈なる，と いうととと

関係づけては控室してhるし ，約 13%が ，差是民 と武士との間のできどとでるるととを知ってhる。

とれは，学習以前VCj:;.v，て，応仁の乱のとろ一捜がbきたとい うととKついて学んでいるか らであ

る。しかし .87%は ，然記または ，あやまった認識をもってhたわけである。
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- 提示の順序と課題意識

児童は，年貢が重〈なったから，百姓の生活vi困っただろう，という予惣をもった。ぞとで百姓ー撲

の直観的教材を提示し ，低次の認知から出発 し， なぜ ，とのようなととがなきたのか ，と問題を発展さ

せ ，記述文ゃ資料を剥用して考祭させ ， 直観教材のもつ歴史的在意味をは握させ ，よ 台高次~認識がで

きるよう指導をすすめた。

・具象教材』て対する認知

との絵図をとなして児童量が認知したのは，調査Eのとなbであるが ，との認知性 ，T14~T20 までの

間容をとおして ，知覚されたもの陀対ナる認知でるる。 一般に ，視覚教材は ，やさしいようではあるが

捨象され念ければならぬ非本質的な要素を多分陀含んでhるので，それ(rC妨げられて木質的念ものを見

失なうととがま?と bがちであるととをす国商されてい宍 13)0 そう であるとすれば問答で知覚すべき点を

J摘してやる ととが効期句である。ととでは武士， 農民 ，幾民の団体 ，争v>， というようなコト パで認

知させようと意図したのであるが ，T16からT20までの竹槍とか，かまなどの認知が強ぐ印象づけられ

て， 事後の面接K沿いて百姓ー授とは ，という発問に対して次のよ うに書えている。

女子下 IQ刊 かまや竹槍などをも ってー武士と戦かうとと

男子下 I Q 91 年貢が重〈て耐えられな〈て ，大名のやしきへ行って年貢を軽 <-tるように必願

いにいって軽〈して〈れ念いとき争った。

男子事 1 Q 104 年震が重いので農民たちが集団で手に竹;槍や〈わ，か主をもって役所へ行って武

士と争うとと

女子中 1 Q 107 農民たちが多〈集まって， < わやかま ，竹槍左どをもって大名や役人(fC~-願いし

て聞き入れてもらえないときK争うとと

以上のうち ，女子下は捨象できず， コトパと絵図，そのものがピタリと結びつ凶ている。男子中にも

そういう傾向が少し残ってhる。 -00，農民と武士 ，争い という ととはどんな児童 も直観的K早 〈認

知できる点は長所であるおそこで， T26のなるほど ，とう h うのを一撲 とい うのですね とh う指導

までV'C，もっと捨象させる指導が必要であったわけでるる。

との段階では，調査結果でもわかるように，武士と竹槍や，沙諸まを持った農民との争いという認知は

上，中，下位陀かかわりな く誰でもできるわけである。そとから百姓ー授という コトパで認知する過程

が重要~意味をもっととになろう。 そとで ，記述文や資料をとb して学習をすすめ ，その絵図

K対する認知がどう変わっていぐか調査したのであるが ，それらをもとK して考察脅すすめてゆ ぐとと

陀する。

・教科書の~DZß文を読んでからの絵図に対する認知

ζの記述文は，第二主主で例示したととく ，①そして②念どで③ という構文である。そして③の原因

が①，②であるというととは，われわれが期待ずるようには ，生徒はすぐっかめ左い。前掲の記録でと

の笥ゆを省略したのでちるが ，それを書いてみると次のように在る。

1'28 rはい，では君，いってとらんJ 028 e r:不作やききんが幸子きたのでJ ']'29 rそれだけかな

KさんJ029♀ 「年貢が重くなった」というようK原因は完全につかめなhところがある。そとで

で31 の整理 した指導をしたわけである。そして 「ζ の絵凶をみて，とれはどういうととを意味してlハ

るか ，書いてどらん」と 警かせた。その結果では，不作 ，ききん，年貢が重〈なったからこういうと

とをしたんだ，と認知した生徒は約 56%にすぎない。 ととでは;構文がつかめないからというととも
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あろうが ，それは， T31である程度指導されているわけであるから根本的な理由は，ききん とか ，年

貫が重い とい うコ トパの意味がわからないから ，それを使って認知するととができ念かったと h って

よい。とのようκ考えると教科書の記述文を提示しでも ，それで認織が深まるわけでな(，そのコトパ

の;意味を理解しなければ認識は深まらないといわれる。

. 年買が重V>，ききんのコトパの意味は鍾をとお‘しての絵図κ対する認知

年 ぐというコトパは ，との学習以前にしばしば使われてなり ，武士κ会さめる米 ，税金という理解は

も7っている。 しかし， その重いととが，農民の生活をどのようκ困らせたのかは，じゅうぶん理解して

いるわけでない。 035から 038までの予怨もまった〈直観的なものであゐ。そして ，そのととが，いか

にたいへんなものであるかを ，理、解させるのは容易でない。そとでT40は類推を使った指導である。類

推ほある具体的左状況に関する既知の判断から ，それと同じよ うな条件をもった場合のととを推測ナる

わけであるが ，との場合 ，適切念資料があれば(年貢で農家が因った)もっと効果はあがったであろう。

次tて，ききんのコトパの意味であるが ，ととで，と〈に指摘したい点は，心像をもたせるととができ

ても ，それで，正しh理解が成立するわけでないととである。具体的念資料をと b して， 046・047 の

ように具体的な心像をもったからといって，ききんの木質的念特性がは推量されているわけで念h。そと

でT53， T54の指導が必要陀なる。 小a，小bでは，との過程がなかったため ，00援で ，ききんとh う

コトパの意味をじゅうぶんとらえられず ，不作と混同してh るととがわかった。本質的な理解陀影響す

.るほどの問題で左h ょうだが ，とのととは，認識過程を考える場合に重要念意味をもっている。そとで

T54からT5るまでの ，ききんには ，単なる不作をいうのでな(，ひどい不作で ，人 4 がたべるものがな

くて，うえ死するぐらい陀苦しh状態に念るととだ .という指導があって， はじめて ，そのコトパのも

つ意味を仕握でき，それで他と弁別し得る理解が成立するわけである。子どもは ，心像はもっても，そ

のものにかかわる本質的特性をは濯するわけでない というととがいわれるわけである。

とのコトパの意味をは復して ，児童は ，はじめて055から 059の理解「私もやっぽり一俊を主?とすJ

という考えが成立してくる。 第二重量K述べた直接推理のできるととろまで具体的状況を知ったから

であろう。との結果は .調査NVCもあらわれてきているように ，約 88%が 指導者の方で意図したよ

うな 認識が成立して〈る。との認識が，さらに歴史の移b変わbの中へ位置づけて ，ょb高次な認識

へと発展させるため陀は ，とれを変化ゃ， それらの現象の底Vとある根本的1.l原因を児童な !Hてとらえ

させる必要性があるわけである。

・歴史の移t変わ tvc位置づけた意味は健

との指導では，百姓ー授というコトパの意味を ，とらえさせる指導Kじゅうぶん時間を使って，その

後で ，それがどのようにb きたのか件数を前掲のような，棒グラフで示し，変化をとらえさせたので

ある。ととで，だんだん ，ときがたつにつれて多ぐなったとと.また ，ききんのとき多〈なっていると

とを知ったのであるが ，それを ，どのように解釈したか調査 したものが ，調査Vである。世の中が ，変

化した ，というように解釈したのが， (a.b.:f)約 61%で，他は ，前の学習したととを適用して

いる。したが って ，ととでは ，書かせたものを ，V>わせて指導したT66から T68の指導が ，重要な意味

をもって〈る。そして ，ζζでも，とらえたととを言語化するときのコトパの問題があらわれて〈る。

065の，戦かいの時代κ念ってきた という発言は ，前の絵図からのイメージが強〈影響しているから

である。しかし ，彼がほんとうに戦国時代のような戦乱の世を考えていたのかは疑問である。適当なコ

トパがみつからな凶ので，イメージκ左右されていったのかもわからなh。したがって， 1'67の ，どう
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いうコトパを使えばいいかな，という反問沙E必要Kなってぐる。とれも，それまで観察した小 apよび

小hの畏業と面接をとb して強〈感じたのであるが .同じ心像をもっていても ，それを言語化するとき

に，生徒のもつコトパによ って，v.ろいろあやまうた表現となってあらわれて〈るととがある。視覚教

材，視覚象徴(グラフ ，幽表)などのとき は ，言語化するときに，適確に言言語表現をさせるか，どうか

が正しい知識を成立させるか ，どうかのかぎになっているとv.ってよいと思う。

そして ，不安な世の中κ念ってきたが ，それは ，いったい，だれがしたんだろうと ，もう一回因果関

係の考察K怯hったわけである。前の学習で ，ききん a年買が重v.，という直接的念原因は，コトパの

意味は握をと会して理解されている0・とんどは ，その背景となる間接的念原因であ !J，歴史の流れに関

係する問題である。小学校4年生κは，少し無理念要求かもしれない。 しかし，それは新しいととを学

ば在ければ ，考えられない質問でな<，今ま で学んできた (と〈に第三校時 ，武士の生活の変化と幕府

の政治のたてなb し)匁識κよってじゅ うぶん考えるととが可能をととである。 1'68から 1'71の発問は

考えた恨拠を追求してゆ〈発問であるが，とれによってチどもの考え方の限界をある程度知るととがで

きるし，抽象化する段階陀》いて、ともすると ，直線陀遂づ〈飛躍した発言をする児童K対して分析的

陀考えさせるとともできる。考えた根拠を追求ナる発問が，子どもの思考力を高めてゆぐと同時に，考

え方を知る上i'Lも必要でるるととは，面接などをと沿しでも指摘できる点である。

との調査は ，感怨とh うととで，書かせたのであるが，約 69%が， ( a・aj;>よびb)が ，武士の

攻治の仕方が悪いという感怨をもってhる。 ζれは，感1慢であるから ，相当の価値判断が入って〈 るの

tlやむを得ない。な正..，との点を面接記録でさぐると次のようである。

・男子中 1Q 104 T rー授が多〈なって ，世の中はどうなったと思う。 J0 r平和左時代からだんだん

暗い時代に念った。Jl' rどうして ，ぞうhうl清い時代κなったのJ0 r大名が年貢を多〈と bすぎたl

T rそれは ，結局なにが忠かったのJ0 r武士の政治」

・女子下 1Q 9日l'rー摂けだんだん，どうなっていった J0 i多〈在った Jl' r多〈なったととは世の

中が，どうなってきたとと J0 r;複雑になってきたJT iなるほど ，まだ別にいわれないJ0 rみだれ

てきたJl' rどうして ，そのようにみだれたの J0 i・H ・H ・-・…・・・」

・男子下 1Q 91 l' rまるほど ，多〈左ってきたね ，多くなったのは ，世の中がどう在ったとと」

o n昆乱した Jl' i.そうすると混乱したのはb百姓さんが患いのJ0 i乱暴したのは患い Jl' i乱暴し

たのは怨hょうだが，もし， そう しえとかったらどうなっただろう Jc iうえ死したJT iうえ死するか

非常に困るだろうね ，そうするとまだ別に患いものがないか左 J0 r政治のやb万が窓かった」

・女子中 1Q 1日7l' iそれで慌の中段 ，だんだんどうな ったJc r道民と大名たちが ，戦うようになっ

たJT r可決かいの世の中，ち 4 っとbかしいねJ0 r農民が反抗するようになったJl' i結局なにが悪

かったのJc r大名が，:$.>金κ因って ，たべものがないほど年貢を多くとった」

・男子上 1Q 121 l' i多〈なったのは，世の中がだんだんどう在 ったのJ0 rだんだん平和な世の中が

ぶつそうになったJT iそのような怯の中Kなったのはなぜだろう Jc i大名の資任ですJl' iどうし

τJ 0 i惑い政治をして品民から年貢を多〈とりたてるからです」

・女子上 IQ1231'i多くなったのは，世の中が，だんだん，どうなってきたのJc r乱れてきたJ

T r乱れてきた，誰の責任J0 r大名JT iどうしてJ0 r j;>金K因って年貨を多〈とりたてるから 」

まだ抽象しきれ乏い具象的な イメージκもとづ〈発言であるが，武士の政治が怨いというようK考え

ている。武士が感いという よj:)，商業の発達κもとづ 〈支出の治加と，窮乏からぬけ出そうとする収入
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を貢租の力口重でまかなわ坊則強ら相殺封建制度のし〈みκ根本の原因があるというような理解は，

小学生には困難であるう。しかし，果たして小学佼 6年生が，とのあた:9が，理解の限界なのか ，もう

少しつつ込んで考委詩させるべきでなかったか，というととも反省される。なお・今まで述べてきたような

ととK基づく総合的考察は，章をあらためて述べるととKする。
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